
一
五
・
一
六
世
紀
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
全
国
議
会
に
つ
い
て

匡ノ

口
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無
難
響
無
熱
雛
瀞
盤
勧
薪
翫
謙
硫
劃
輔
熱
闘
鞘
擬
ゼ
妖
訴
…

す
る
理
由
は
見
墨
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
い
で
上
記
の
諸
問
題
、
と
く
に
運
営
上
の
手
続
き
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
全
国
議
会
を
特
徴

づ
け
る
州
権
主
義
の
強
靱
さ
で
あ
る
。
代
議
員
は
全
権
の
行
使
を
許
さ
れ
ず
、
多
数
決
原
理
も
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
全
国
議
会
は
各
州
議
会

が
派
遣
す
る
代
表
使
節
の
集
会
以
上
の
も
の
で
は
な
く
、
法
制
上
確
認
さ
れ
た
単
一
の
制
度
に
な
る
こ
と
が
つ
い
に
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

州
権
主
義
は
、
君
主
の
集
権
・
統
一
政
策
に
対
抗
し
て
旧
来
の
諸
特
権
を
擁
護
す
る
方
向
に
一
種
の
遠
心
力
と
し
て
作
用
し
、
そ
れ
が
全
国
議
会
を
し
て

「
反
抗
の
潜
在
的
中
心
」
た
ら
し
め
た
の
で
あ
り
、
独
立
革
命
も
ま
た
こ
う
し
た
州
権
主
義
的
志
向
に
よ
っ
て
荷
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
五
三
巻
五
号
　
一
九
七
〇
年
九
月

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
こ
こ
に
い
う
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
窯
。
α
o
ユ
密
旨
①
コ
と
は
、
こ
の
地
名
が
一

六
世
紀
の
中
ご
ろ
に
生
ま
れ
る
前
は
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家

の
所
領
の
う
ち
「
あ
ち
ら
側
の
国
々
」
男
p
望
ω
島
Φ
℃
錠
α
o
冨
（
r
ρ
p
島
。
⇔
ぐ
窪

α
魯
毛
鑓
詳
。
。
9
、
2
）
つ
ま
り
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
領
や
フ
ラ
ソ
シ
ュ
蹉
コ
ン
テ

な
ど
に
対
し
て
、
　
「
こ
ち
ら
側
の
国
々
」
勺
3
、
ω
O
⑦
唱
錠
鳥
①
3
（
び
嘗
α
窪

〈
ρ
詳
プ
①
目
芝
9
鍵
冨
。
！
・
霞
）
　
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
域
を
指
す
。
　
こ
の
地
域
の

政
治
的
統
合
は
カ
…
ル
五
世
に
よ
っ
て
最
終
的
に
達
成
さ
れ
、
　
「
一
七
州
」

N
①
！
，
o
馨
δ
p
肩
。
く
貯
。
㌫
昌
と
も
称
さ
れ
た
。
　
今
日
の
ベ
ネ
ル
ク
ス
三
国
と

フ
ラ
7
ス
北
東
部
の
一
角
を
含
む
地
域
が
ほ
ぼ
こ
れ
に
相
当
す
る
。

　
本
稿
の
対
象
と
す
る
と
こ
ろ
は
こ
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
地
に
中
世
末
期

に
成
立
し
た
身
分
制
拳
螺
議
会
（
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
崇
美
＄
O
曾
窪
窪
お

オ
ラ
ン
ダ
語
で
は
Q
Q
夢
富
づ
O
o
き
『
騨
巴
）
を
め
ぐ
る
諸
闘
題
1
一
そ
の
起
源
、117 （699）



そ
の
構
虞
・
権
限
・
運
営
、
さ
ら
に
そ
の
政
治
的
法
制
的
特
質
等
々
一
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
応
一
五
七
六
年
目
で
に
時
期
を
限
定
し
て
以
上
の
諸

問
題
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
よ
う
に
時
間
的
下
限
を
定
め
る
こ

と
は
、
一
五
七
六
年
が
か
の
独
立
革
命
の
さ
な
か
に
当
た
る
こ
と
か
ら
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
へ

一
見
奇
異
に
映
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
議
会
史
の
観
点
か
ら
見

れ
ば
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
こ
の
年
が
ま
さ
し
く
重
大
な
画
期
の
一
つ
を
な

す
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
両
国
の
現
議
会
は
、
い
ず
れ
も
一
五
・
一
六
世
紀

の
ネ
…
デ
ル
ラ
ン
ド
金
国
議
会
に
そ
の
起
源
を
も
ち
、
そ
う
し
た
古
い
身
分

制
議
会
と
の
間
に
、
程
度
の
差
は
あ
れ
あ
る
種
の
歴
史
的
連
続
性
を
保
持
し

て
い
る
。
と
り
わ
け
オ
ラ
ン
ダ
の
場
合
、
そ
の
議
会
は
Q
D
け
鉾
9
0
窪
①
舜
巴

と
い
う
本
来
身
分
制
議
会
を
意
味
す
る
呼
称
を
今
日
な
お
そ
の
ま
ま
継
承
し

て
お
り
、
そ
の
議
会
史
の
連
続
性
は
ベ
ル
ギ
ー
に
く
ら
べ
て
は
る
か
に
明
白

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
現
オ
ラ
ン
ダ
議
会
が
身
分
制
議
会
で
あ
り
え
よ
う
は
ず

は
な
い
。
そ
れ
は
古
い
呼
称
を
持
続
し
つ
つ
、
実
質
的
に
は
著
し
い
歴
史
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

変
貌
を
遂
げ
て
現
在
に
い
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
議
会
史
上
、

一
つ
の
大
き
な
画
期
は
一
七
九
五
年
あ
る
い
は
一
八
一
四
年
に
置
か
れ
る
。

い
ず
れ
の
年
を
画
期
と
す
る
か
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
も
た
ら
し
た
衝
撃
そ

の
も
の
を
重
視
す
る
か
、
そ
れ
と
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
支
配
か
ら
脱
し
た
再
出
発

の
侍
点
を
重
ん
ず
る
か
に
よ
っ
て
見
解
の
わ
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
　
テ
ソ
け
ヘ
ネ
ラ
　
ル

ず
れ
に
し
て
も
、
伝
統
的
な
全
国
議
会
の
空
白
期
（
一
七
九
五
一
一
八
一
四
）

こ
そ
、
オ
ラ
ン
ダ
議
会
が
そ
の
乙
案
を
一
新
す
る
た
め
の
転
轍
機
の
役
割
を

果
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
導
入
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
満
濃
制
度
を

大
幡
に
継
承
し
つ
つ
、
一
八
一
四
年
以
後
一
般
に
オ
ラ
ン
ダ
の
国
制
は
し
だ

い
に
近
代
的
体
裁
を
整
え
、
そ
の
な
か
で
全
国
議
会
も
伝
統
的
な
身
分
制
的

体
質
を
払
拭
し
て
近
代
的
議
会
に
転
進
す
る
に
い
た
っ
た
。

　
議
会
史
上
の
も
う
一
つ
の
画
期
が
聞
題
の
一
五
七
六
年
で
あ
る
。
一
七
九

五
年
な
い
し
一
八
一
四
年
が
身
分
制
的
構
成
の
議
会
か
ら
近
代
的
議
会
へ
の

画
期
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
一
五
七
六
年
は
、
身
分
制
の
枠
内
に
と

ど
ま
り
な
が
ら
も
、
議
会
が
君
主
の
諮
問
機
関
あ
る
い
は
協
賛
機
関
か
ら
自

立
的
な
統
治
機
関
へ
、
も
し
く
は
政
治
上
パ
ッ
シ
ヴ
な
存
在
か
ら
ア
ク
テ
ィ

ヴ
な
存
在
へ
と
変
質
す
る
画
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
直
接
の
契
機
は
同
年
九
月

四
日
の
ク
ー
デ
タ
で
あ
る
。
三
月
に
執
政
σ
Q
o
自
く
費
⇔
Φ
自
α
q
曾
爾
巴
（
｝
弩
争

ぐ
o
o
σ
q
げ
）
レ
ケ
セ
ン
ス
労
①
盤
①
ω
窪
ω
が
病
死
し
て
以
後
、
　
執
政
権
は
臨
時

に
国
務
会
議
O
o
塁
①
旨
自
、
津
舞
（
因
ρ
樫
鳥
　
く
ρ
鐵
　
　
の
伴
ρ
げ
Φ
）
に
よ
っ
て
代
行

さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
国
務
会
議
は
危
機
的
情
況
ー
ス
ペ
イ
ン
軍
兵
士
の

反
乱
、
ブ
リ
、
ユ
ッ
セ
ル
民
衆
の
蜂
起
等
々
一
を
乗
り
切
る
能
力
に
欠
け
、

つ
い
に
九
月
四
日
、
そ
の
評
議
員
全
員
が
一
群
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
市
民
と
ブ

ラ
バ
ン
ト
州
議
会
所
属
の
軍
隊
の
手
で
逮
捕
さ
れ
た
。
以
後
事
態
は
革
命
的

な
急
転
回
を
遂
げ
る
。
ブ
ラ
バ
ン
ト
州
議
会
の
呼
び
か
け
で
た
だ
ち
に
全
周
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一五・一・・一六世紀のネーデルランド全国議会について（用口）

議
会
が
召
集
さ
れ
、
し
か
も
い
ま
や
実
質
的
に
統
治
の
中
心
が
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
以
上
、
議
会
み
ず
か
ら
が
統
治
機
関
化
し
て
行
政
・
財
政
・
軍
事
・

外
交
な
ど
一
切
の
国
務
を
取
り
仕
切
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
名
目
的
に
は
な
お

フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
の
宗
主
権
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
瓢
誠
会
の
自
立
的
な
政
治
活
動

が
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
。
オ
ラ
ニ
エ
公
○
舜
ヨ
Φ
お
よ
び
ホ
ラ
ン
ト
・
ゼ
ー

ラ
ン
ト
両
州
議
会
と
交
渉
し
て
か
の
ガ
ン
の
和
平
℃
ρ
o
臨
o
ρ
註
9
ρ
q
⑦
○
鍵
創

（
℃
ρ
o
窪
o
ρ
試
。
〈
磐
○
⑦
簿
）
を
成
立
さ
せ
、
　
い
っ
た
ん
は
執
政
と
し
て
受

け
入
れ
た
ド
ン
翻
フ
ァ
ン
∪
8
甘
ρ
づ
を
轡
五
七
七
年
末
に
は
否
認
し
、

や
が
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
マ
テ
ィ
ア
ス
竃
簿
罠
霧
を
執
政
に
迎
え
、
つ

い
に
一
五
八
一
年
に
は
フ
ニ
リ
ペ
の
君
主
権
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
に
い
た

っ
た
。

　
こ
う
し
て
一
五
七
六
年
を
境
に
著
し
い
性
格
転
換
を
遂
げ
て
の
ち
も
な
お

し
ば
ら
く
の
間
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
語
論
議
会
の
歴
史
に
は
北
部
（
の
ち
の

オ
ラ
ン
ダ
）
と
南
部
（
の
ち
の
ベ
ル
ギ
ー
）
の
別
が
見
ら
れ
な
い
。
一
五
七

九
年
南
部
に
ア
ラ
ス
同
盟
、
北
部
に
ユ
ト
レ
ヒ
ト
同
盟
が
成
立
し
た
後
で
も
、

相
嶺
数
の
南
部
諸
都
市
が
全
国
議
会
に
代
議
員
を
派
遣
し
て
北
部
諸
州
と
協

同
し
た
。
し
か
し
一
五
七
九
－
一
五
八
五
年
は
南
北
分
裂
の
過
渡
期
で
あ
っ

た
。
こ
の
聞
に
南
部
諸
州
は
パ
ル
マ
公
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
局
⇔
旨
。
ω
。
の
ス
ペ

イ
ン
軍
に
蚕
食
さ
れ
、
そ
の
諸
都
市
は
次
々
に
全
国
議
会
か
ら
脱
落
し
て
、

つ
い
に
一
五
八
五
年
、
南
部
の
代
議
員
は
こ
と
ご
と
く
姿
を
消
し
た
。
し
か

し
南
部
で
は
ス
ペ
イ
ン
の
支
配
下
に
独
自
の
全
国
議
会
が
組
織
さ
れ
た
。
一

五
九
八
年
・
一
六
〇
〇
年
・
一
六
一
二
年
・
一
六
三
二
年
に
孫
集
さ
れ
た
議

会
が
そ
れ
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
う
し
た
南
部
の
全
国
議
会
は
、
も
は
や
ア
ク

テ
ィ
ヴ
な
統
治
機
関
と
は
無
縁
で
あ
る
。
そ
れ
は
む
し
ろ
一
五
七
六
年
以
前

の
諮
問
機
関
的
存
在
へ
の
復
帰
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
の
み
か
召
集
回
数

が
稀
と
な
り
、
や
が
て
と
だ
え
た
。
南
部
で
は
全
国
議
会
は
ほ
と
ん
ど
有
名

無
実
化
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
逆
に
北
部
七
州
で
は
連
邦
共
和
国
の
事
実
上

の
誕
生
と
と
も
に
、
統
治
機
関
と
し
て
の
全
国
議
会
は
当
然
そ
の
自
立
性
を

強
め
、
や
が
て
そ
の
存
在
が
恒
常
化
す
る
。
な
る
ほ
ど
原
則
と
し
て
主
権
は

各
州
議
会
に
留
保
さ
れ
る
に
し
て
も
、
　
七
八
全
体
に
共
通
す
る
諸
問
題
は

一
問
題
に
よ
っ
て
州
総
督
ω
3
爵
。
民
震
・
国
務
会
議
そ
の
他
の
中
央
諸

機
関
と
の
間
に
複
雑
な
権
限
上
の
葛
藤
は
あ
っ
た
が
一
そ
の
多
く
が
全
国

議
会
（
連
邦
議
会
）
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
全
国
議
会
は

い
わ
ば
州
主
権
の
結
集
体
で
あ
り
、
い
わ
ば
集
合
的
主
権
の
行
使
者
で
あ
っ

た
。　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
本
稿
が
そ
の
対
象
を
時
期
的
に
一
五
七
六
年
ま
で
に

限
る
と
い
う
こ
と
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
（
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
の
）
議
会
史
の
第

一
期
だ
け
を
問
題
に
す
る
と
い
う
こ
と
、
言
葉
を
か
え
れ
ば
君
主
の
諮
問
機

関
・
協
賛
機
関
に
と
ど
ま
っ
た
一
そ
う
い
う
意
味
で
は
む
し
ろ
通
例
の
身

分
制
議
会
の
一
つ
と
し
て
の
ー
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
全
国
議
会
を
対
象
に
す
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る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
一
五
七
六
年
以
後
の
議
会
史
の

新
展
開
は
、
独
立
革
命
の
基
本
的
な
主
題
の
一
つ
と
し
て
も
、
さ
ら
に
は
ま

た
連
邦
共
和
国
の
歴
史
的
個
性
に
か
か
わ
る
問
題
の
一
つ
と
し
て
も
、
き
わ

め
て
重
要
な
研
究
対
象
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
り
、
こ
こ

で
は
直
接
に
取
り
扱
わ
な
い
。
あ
ら
か
じ
め
お
断
わ
り
し
て
お
く
。

　
な
お
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
史
が
わ
が
国
で
は
一
般
に
な
じ
み
が
薄
い
こ
と
を

考
慮
し
て
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
時
代
に
か
ぎ
り
、
君
主
の
交
替
と
所
領
の

統
合
過
程
に
つ
い
て
概
略
な
が
ら
付
記
し
て
お
き
た
い
。

　
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
℃
三
夏
も
喝
。
δ
切
。
昌
（
謀
｝
首
ω
α
①

Ω
o
①
創
①
）
〔
在
位
一
四
一
九
i
六
七
〕
が
そ
の
父
か
ら
継
承
し
た
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ド
所
領
は
フ
ラ
ン
ド
ル
貧
富
と
ア
ル
ト
ワ
伯
領
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
一
四
二

九
年
ナ
ミ
ュ
ー
ル
直
領
、
一
四
三
〇
年
ブ
ラ
パ
ン
ト
・
ヲ
ン
ブ
ル
フ
両
公
領
、

一
四
三
三
年
に
は
ホ
ラ
ソ
ト
・
ゼ
ー
ラ
ソ
ト
・
エ
ノ
ー
三
伯
領
、
一
四
五
一

年
に
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
公
領
を
獲
得
し
、
こ
う
し
て
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の

大
部
分
が
ブ
ル
ゴ
ー
一
＝
家
の
手
に
帰
し
た
。
　
（
な
お
一
四
三
五
年
ピ
カ
ル

デ
ィ
・
ブ
ー
ロ
ー
ニ
ュ
を
も
併
A
儲
。
）

　
つ
い
で
シ
ャ
ル
ル
豪
胆
○
げ
鴛
ざ
・
，
δ
日
義
瓢
茜
貯
。
（
H
（
ρ
目
①
一
ユ
O
ω
ぴ
O
償
け
O
）

は
一
時
ヘ
ル
デ
ル
公
領
を
奪
取
す
る
に
成
功
し
た
が
、
一
四
七
七
年
陣
没
し
、

嗣
子
マ
リ
ア
蜜
ρ
は
①
儒
①
ゆ
。
母
σ
q
o
σ
q
箒
Φ
（
］
≦
騨
鼠
ρ
ノ
、
ρ
嵩
し
d
o
信
目
σ
q
o
p
◎
譲
）
が

跡
を
継
い
だ
。
し
か
し
マ
リ
ア
も
一
四
八
二
年
工
事
し
、
以
後
フ
ィ
リ
ッ
プ

端
麗
℃
臨
賜
℃
℃
④
｝
o
b
ご
①
即
β
（
コ
財
唱
ω
畠
⑦
Q
Q
o
財
。
⇔
①
）
〔
在
位
一
四
八
二
一
一

五
〇
六
〕
、
つ
い
で
カ
ー
ル
・
〔
在
位
一
五
〇
六
－
五
五
〕
が
次
々
に
立
っ
た
が
、

両
老
の
幼
少
時
に
は
マ
リ
ア
の
三
一
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン

（
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
）
が
摂
政
を
つ
と
め
（
～
四
八
二
一
九
三
、
一

五
〇
六
一
　
五
）
、
と
く
に
カ
ー
ル
の
幼
少
時
に
は
叔
母
（
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン

の
娘
）
マ
ル
ガ
レ
ー
タ
ン
R
㊤
巴
σ
q
自
。
壇
詳
⑦
α
、
跨
償
叶
ユ
。
げ
Φ
（
鼠
㊤
目
σ
q
ρ
脱
①
け
げ
ρ
〈
9
ロ

O
o
。
。
富
自
ご
搾
）
が
執
政
に
任
じ
ら
れ
て
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
所
領
の
統
治
に
当

た
っ
た
。

　
カ
ー
ル
（
皇
帝
カ
ー
ル
五
言
）
は
親
政
後
も
引
き
つ
づ
き
マ
ル
ガ
レ
ー
タ

を
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
執
政
に
登
用
し
、
そ
の
死
後
は
一
五
三
一
年
、
妹
マ

リ
ア
窯
霞
δ
α
①
頃
。
⇒
σ
q
は
Φ
（
鼠
ρ
ユ
ρ
く
寒
国
。
お
錠
ご
①
）
を
こ
の
職
に
当

て
た
。
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
全
域
が
統
一
さ
れ
た
の
は
こ
の
カ
ー
ル
の
時
代

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
カ
ー
ル
は
一
五
二
四
年
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
、
一
五
二
八

年
目
ト
レ
ヒ
ト
司
教
領
お
よ
び
オ
ー
フ
ェ
ル
ア
イ
セ
ル
、
一
五
三
六
年
フ
ロ

ニ
ソ
ゲ
ン
・
ド
レ
ン
テ
、
そ
し
て
最
後
に
一
五
四
三
年
ヘ
ル
デ
ル
公
領
を
征

駅
し
、
一
五
五
五
年
、
こ
う
し
て
成
立
し
た
一
七
州
を
フ
ェ
リ
ペ
に
譲
っ
て

引
退
し
た
。
フ
ェ
リ
ペ
は
サ
ヴ
ォ
ア
公
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
且
フ
ィ
リ
ベ
1
ル

国
ヨ
欝
鎚
⇔
o
ゲ
℃
ぼ
一
ぴ
①
詳
を
執
政
に
任
じ
、
　
し
ば
ら
く
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ド
に
み
ず
か
ら
滞
在
し
た
。
し
か
し
一
五
五
九
年
に
帰
国
し
て
の
ち
は
終
生

ス
ペ
イ
ン
を
離
れ
ず
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
統
治
は
妹
マ
ル
ガ
レ
ー
タ
潔
9
㍗
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σq

ﾂ
豊
津
。
鳥
⑦
℃
母
ヨ
9
（
竃
震
σ
q
鍵
①
夢
騨
く
き
℃
母
ヨ
㊤
）
〔
在
職
一
五
五
九
－
六

七
〕
、
ア
ル
バ
公
と
く
ρ
〔
在
職
一
五
六
七
一
七
三
〕
、
つ
い
で
レ
ケ
セ
ン
ス

〔
在
職
一
五
七
三
－
七
六
〕
ら
歴
代
の
執
政
に
委
ね
ら
れ
た
。

二
　
全
国
議
会
の
起
源

　
一
四
六
四
年
一
月
九
日
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
が
ブ
リ
ニ
ー
ジ
ュ
に
弼
過
し

た
集
会
を
も
っ
て
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
全
蟹
議
会
の
起
源
と
み
な
す
の
が
現

在
｛
応
の
定
説
で
あ
昏
。
数
人
の
歴
史
家
の
分
損
執
筆
に
な
る
通
史
『
ネ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

デ
ル
ラ
ン
ド
全
国
議
会
五
〇
〇
年
史
』
が
、
議
会
開
設
五
〇
〇
年
を
記
念
し

て
一
九
六
四
年
に
オ
ラ
ン
ダ
で
刊
行
さ
れ
た
の
も
そ
の
ゆ
え
で
あ
る
。

　
し
か
し
さ
ま
ざ
ま
の
異
説
が
従
来
も
あ
っ
た
し
、
今
日
で
も
あ
り
う
る
。

定
説
・
異
説
を
含
め
て
代
衰
的
な
起
源
説
を
大
別
す
る
な
ら
ば
、
第
一
群
は

定
説
の
一
四
六
四
年
よ
り
相
当
古
い
時
点
の
集
会
に
起
源
を
求
め
る
説
で
あ

り
、
第
二
群
は
一
四
六
三
－
一
四
六
五
年
の
い
ず
れ
か
の
集
会
を
起
源
と
み

な
す
説
で
あ
。
第
一
群
は
、
キ
ュ
ヴ
リ
乙
甲
O
著
く
①
濠
巴
ら
の
『
全
国
議
会

関
係
文
書
集
笙
瀞
（
一
九
四
八
）
が
そ
の
冒
頭
に
・
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
ラ
ヌ
に

お
け
る
一
四
二
七
年
五
月
三
一
日
・
六
月
一
日
の
集
会
の
文
書
を
挙
げ
て
い

る
こ
と
と
関
連
す
る
。
た
だ
し
こ
の
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ソ
ヌ
集
会
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
が
単
に
フ
ィ
リ
ヅ
プ
善
良
を
バ
イ
エ
ル
ン
家
の
ヤ
コ
バ
ぢ
o
o
σ
ρ
の
後

見
人
（
実
質
上
の
君
主
）
と
し
て
承
認
す
る
た
め
の
エ
ノ
ー
州
議
会
に
ほ
か

な
ら
ず
、
そ
れ
に
列
席
し
た
フ
ラ
ン
ド
ル
や
ピ
カ
ル
デ
ィ
の
州
議
会
代
表
は

い
わ
ば
立
会
人
と
し
て
招
待
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
キ
ュ
ヴ
リ
エ
自
身

が
認
め
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
も
問
題
に
す
る
必
要
が
な
い
。
従
っ
て
、
そ

れ
に
続
い
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
一
四
三
一
年
以
降
の
諸
集
会
が
問
題
と
な
る
。

と
り
わ
け
注
痛
す
べ
き
は
一
四
三
七
年
へ
二
月
に
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ソ
に
孫

集
さ
れ
た
集
会
で
あ
る
。
こ
の
集
会
に
は
ブ
ラ
バ
ン
ト
・
フ
ラ
ン
ド
ル
・
エ

ノ
ー
・
ホ
ラ
ン
ト
・
ゼ
ー
ラ
ン
ト
の
各
州
議
会
か
ら
代
議
員
が
出
席
し
、
フ

ィ
リ
ッ
プ
善
良
か
ら
鋳
貨
に
関
す
る
薪
し
い
法
令
の
承
認
を
求
め
ら
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
一
四
六
三
年
の
末
ご
ろ
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
は
十
字
軍
遠
征
の

計
画
を
抱
い
て
い
た
が
、
子
息
シ
ャ
ル
ル
（
当
時
シ
ャ
ロ
レ
伯
）
と
の
仲
が

険
悪
で
あ
っ
た
た
め
留
守
中
の
君
主
権
代
行
問
題
に
つ
い
て
苦
慮
し
て
お
り
、

し
か
も
ホ
ラ
ン
ト
・
ゼ
ー
ラ
ゾ
ト
に
限
っ
て
は
代
行
統
治
権
が
イ
ギ
リ
ス
王

エ
ド
ワ
ー
ド
稀
世
に
委
託
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
、
そ
れ
が
両
州
に
危

機
感
を
与
え
て
い
た
。
第
二
群
の
起
源
説
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
背
景
に

召
集
さ
れ
た
三
つ
の
集
会
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
は
フ
ィ
リ
ヅ
プ

が
十
宇
軍
計
画
を
通
告
す
べ
く
～
四
六
三
年
一
二
月
　
五
日
、
す
べ
て
の
州

議
会
の
代
議
員
を
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
に
召
集
し
た
伝
え
ら
れ
る
集
会
で
あ
っ
て
、

た
と
え
ば
ピ
レ
ソ
ヌ
訓
●
℃
瞭
。
昌
づ
。
は
こ
れ
を
全
国
議
会
の
起
源
と
見
て

　
④い
る
。
第
二
は
一
四
六
四
年
一
月
九
日
に
召
集
さ
れ
た
ブ
リ
ェ
ー
ジ
ュ
集
会
、

つ
ま
り
定
説
が
起
源
と
み
な
し
て
い
る
集
会
で
あ
る
。
六
三
年
宋
に
ホ
ラ
ン
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ト
・
ゼ
ー
ラ
ン
ト
諸
都
市
が
フ
ラ
ン
ド
ル
・
ブ
ラ
パ
ン
ト
・
ア
ル
ト
ワ
・
エ

ノ
ー
の
諸
都
市
に
呼
び
か
け
て
、
六
四
年
一
月
に
自
主
的
な
都
市
合
同
集
会

を
開
こ
う
と
計
画
し
た
の
に
対
抗
し
、
ま
た
そ
れ
と
は
別
に
子
息
シ
ャ
ル
ル

が
ブ
ラ
バ
ン
ト
・
フ
ラ
ン
ド
ル
・
ア
ル
ト
ワ
・
エ
ノ
ー
な
ど
の
州
議
会
に
訴

え
て
、
六
四
年
一
月
三
日
に
ア
ソ
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
で
州
議
会
代
表
の
集
会
を

開
催
し
よ
う
と
企
図
し
た
の
に
も
対
抗
し
て
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
以
上
の
両
集

会
へ
の
参
加
を
諸
州
・
諸
都
市
に
禁
じ
る
と
と
も
に
む
し
ろ
み
ず
か
ら
召
集

し
た
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
集
会
に
は
ブ
ラ
バ
ン
ト
・
フ
ラ
ン
ド
ル
・
ア

ル
ト
ワ
・
ホ
ラ
ン
ト
・
ゼ
ー
ラ
ン
ト
・
ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
エ
ノ
ー
、
独
立
の
貴

族
領
と
し
て
の
メ
ヘ
レ
ン
冨
ρ
賦
器
。
。
（
呂
①
O
げ
Φ
一
①
昌
）
、
ワ
ロ
ン
ー
ー
フ
ラ
ソ
ド

ル
を
巡
錫
す
る
リ
ー
ル
・
ド
ゥ
エ
ー
・
オ
ル
シ
ー
U
管
Φ
－
U
o
葺
巴
－
○
容
ぼ
。
ω

三
市
、
さ
ら
に
エ
ノ
ー
州
議
会
と
は
別
個
の
代
議
員
派
遣
権
を
保
有
し
て
い

た
ヴ
ァ
ラ
ソ
シ
エ
ン
ヌ
市
、
　
加
う
る
に
ブ
ー
p
ー
ニ
ュ
、
　
つ
ま
り
当
時
の

「
こ
ち
ら
側
の
国
々
」
＝
二
の
う
ち
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
リ
ソ
ブ
ル
フ
を
除

く
＝
が
代
表
を
送
り
、
結
局
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
シ
ャ
ル
ル
の
仲
を
調
停
す
る

に
成
功
し
た
。
前
記
の
『
五
〇
〇
年
史
』
で
フ
ァ
ン
ー
ー
デ
n
キ
ー
フ
ト
O
■

〆
、
霧
α
①
囚
一
Φ
津
が
、
明
確
に
こ
の
集
会
を
全
国
議
会
の
起
源
と
み
な
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
第
三
の
集
会
は
、
一
四
六
五
年
四
月
二
五

日
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
召
集
さ
れ
た
集
会
で
あ
る
。
前
年
一
月
の
集
会
に
代

議
員
を
送
っ
た
州
・
都
市
は
、
ゼ
ー
ラ
ン
ト
一
州
を
除
い
て
こ
の
集
会
に
も

代
表
を
派
遣
し
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
要
請
に
こ
た
え
て
子
息
シ
ャ
ル
ル
を
そ
の

唯
一
の
後
継
者
と
し
て
承
認
し
た
が
、
同
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
王
ル
イ
一
一
撒

と
の
争
い
に
盗
て
る
べ
き
戦
費
と
し
て
御
用
金
廷
臣
①
（
ぴ
①
α
①
）
の
供
与
を

懇
請
さ
れ
た
。
こ
の
集
会
を
起
源
と
み
な
す
も
の
に
、
た
と
え
ば
古
く
は
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ユ
ス
ト
日
け
．
冒
。
。
富
の
説
が
あ
る
。

　
近
年
こ
の
起
源
問
題
を
最
も
包
括
的
に
検
討
し
た
の
は
お
そ
ら
く
ベ
ル
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

一
の
ジ
リ
サ
ン
榊
○
聾
。
。
。
。
窪
で
あ
ろ
う
。
彼
に
よ
れ
ば
ピ
レ
ン
ヌ
説
は
成

立
し
が
た
い
。
と
い
う
の
は
、
一
四
六
三
年
一
二
月
の
集
会
の
存
在
そ
の
も

の
が
史
料
的
に
不
確
実
だ
か
ら
で
あ
る
。
他
の
集
会
に
つ
い
て
は
都
市
の
文

書
な
ど
に
代
議
員
派
遣
の
記
事
が
あ
っ
て
、
そ
の
実
在
が
裏
づ
け
ら
れ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
摯

が
普
通
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
四
六
三
年
…
二
月
の
集
会
に
つ
い
て
は
そ
う

い
う
史
料
的
裏
づ
け
が
欠
け
て
い
る
。
た
だ
一
年
代
記
が
当
集
会
に
言
及
し

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
か
り
に
こ
の
＝
～
月
一
五
日
に
な
ん
ら
か
の
会
合
が

あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
が
十
字
軍
計
画
を
練
り
上
げ

る
べ
く
幾
人
か
の
大
貴
族
を
呼
び
集
め
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
ジ
リ
サ
ン

　
　
　
　
⑧

は
推
測
す
る
。
ジ
リ
サ
ン
は
全
国
議
会
が
あ
る
特
定
の
時
点
に
開
設
さ
れ
た

も
の
で
は
な
く
て
、
一
五
世
紀
こ
と
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
の
治
世
に
徐
々
に

生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
断
わ
っ
た
上
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
折
衷

的
な
結
論
に
到
達
す
る
。
定
説
通
り
一
四
六
四
年
の
集
会
を
全
国
議
会
の
趨

源
と
み
な
し
て
よ
い
が
、
そ
れ
に
は
二
つ
の
条
件
－
一
つ
は
一
四
三
七
年
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の
集
会
が
先
駆
を
な
し
た
こ
と
、
い
ま
一
つ
は
全
国
議
会
の
主
要
な
権
限
事

項
と
な
る
は
ず
の
御
用
金
問
題
が
一
四
六
五
年
の
集
会
で
は
じ
め
て
提
起
さ

れ
た
こ
と
一
が
付
加
的
に
承
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
。
彼
の
説
明
を

聞
い
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
い
く
つ
か
の
州
（
領
邦
）
が
同
一
の
君
主
を
戴
く
場
合
1
た
と
え
ば
バ

イ
エ
ル
ン
家
に
服
属
し
た
エ
ノ
…
・
ホ
ラ
ソ
ト
・
ゼ
ー
ラ
ン
ト
の
場
合
…

そ
う
し
た
諸
州
の
州
議
会
の
代
蓑
が
君
主
に
よ
り
一
堂
に
召
集
さ
れ
る
と
い

う
先
例
は
す
で
に
一
四
世
紀
に
見
ら
れ
た
。
む
ろ
ん
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
の
治

世
に
は
、
こ
の
よ
う
な
数
州
の
州
議
会
代
表
の
集
会
が
幾
度
も
開
か
れ
た
。

し
か
し
一
四
三
一
年
か
ら
一
四
六
四
年
ま
で
に
一
〇
回
以
上
を
数
え
た
集
会

の
う
ち
、
少
な
く
と
も
そ
の
半
数
は
実
は
諸
都
市
、
そ
れ
も
主
と
し
て
ブ
ラ

バ
ン
ト
・
フ
ラ
ン
ド
ル
・
ホ
ラ
ソ
ト
・
ゼ
ー
ラ
ソ
ト
諸
都
市
の
代
表
の
集
会

で
あ
っ
て
、
厳
密
な
意
味
で
の
州
議
会
代
表
の
集
会
で
は
な
か
っ
た
。
一
四

六
四
年
以
前
の
諸
集
会
の
な
か
で
全
国
議
会
の
先
駆
と
み
な
し
て
よ
い
の
は
、

一
四
三
七
年
の
ア
ソ
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ソ
集
会
た
だ
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
ほ
ぼ

確
実
に
州
議
会
代
表
の
集
会
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
五
州
が
代
議
員
を
派
遺

し
た
。
た
だ
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
集
会
が
政
治
的
に
重
要
な
意
味
　
を
も

つ
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
自
身
は
出
席
せ
ず
、

会
期
も
わ
ず
か
六
日
間
で
終
わ
り
、
鋳
貨
に
関
す
る
諸
法
令
の
更
新
を
承
認

し
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
一
四
六
四
年
の
集
会
で
は
一
か
月
以

上
に
わ
た
っ
て
重
要
な
政
治
問
題
（
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
十
字
軍
遠
征
に
伴
う
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

治
権
代
行
問
題
、
君
主
父
子
問
の
不
和
の
調
停
）
が
論
議
さ
れ
、
し
か
も
ブ

ル
ゴ
ー
一
一
日
間
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
州
の
州
議
会
か
ら

代
議
員
が
出
席
し
た
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
リ
ソ
ブ
ル
フ
が
参
加
し
な
か
っ

た
こ
と
は
異
と
す
る
に
た
ら
な
い
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
こ
れ
以
後
も
伝
統

的
に
全
国
議
会
へ
の
参
加
を
拒
み
、
た
だ
例
外
的
に
し
か
代
議
員
を
派
遣
す

る
こ
と
な
く
、
他
方
リ
ソ
ブ
ル
フ
の
代
表
権
は
ブ
ラ
バ
ン
ト
州
議
会
に
よ
っ

て
代
行
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど

こ
の
一
四
六
四
年
集
会
は
君
主
が
召
集
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
本
来

の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
は
彼
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
フ
ィ
ジ
ッ
プ
は
一
方
で

は
ホ
ラ
ン
ト
諸
都
市
、
他
方
で
は
子
息
シ
ャ
ル
ル
に
対
抗
す
べ
く
、
事
態
の

急
迫
に
促
さ
れ
て
や
む
な
く
こ
の
集
会
を
召
集
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し

結
果
的
に
は
こ
れ
が
全
国
議
会
の
起
源
と
な
っ
た
。
た
だ
し
そ
こ
で
扱
わ
れ

た
の
が
純
政
治
的
な
問
題
で
あ
っ
て
、
財
政
に
関
す
る
問
題
は
全
然
審
議
の

対
象
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
全
国
議

会
の
諸
権
能
の
な
か
で
最
も
主
要
な
も
の
は
君
主
の
財
政
審
要
求
（
御
用
金

1
1
課
税
）
の
提
案
に
つ
い
て
の
協
賛
で
あ
る
。
従
っ
て
権
限
事
項
を
こ
と
さ

ら
問
題
と
す
る
か
ぎ
り
は
、
御
用
金
問
題
が
は
じ
め
て
提
起
さ
れ
た
一
四
六

五
年
集
会
こ
そ
最
初
の
全
国
議
会
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
以
後
一
五
七
六

年
に
い
た
る
全
国
議
会
の
構
成
・
権
限
・
運
営
方
式
な
ど
の
一
切
は
、
こ
の
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集
会
で
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
α

　
以
上
の
ジ
リ
サ
ン
の
見
解
に
わ
た
く
し
な
り
の
論
評
を
舶
え
て
お
き
た
い
。

第
一
の
論
点
は
一
四
三
七
年
集
会
の
評
価
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
集
会
は

果
た
し
て
政
治
上
の
意
義
の
稀
薄
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
会
期

が
短
く
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
出
席
し
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
に
せ
よ
、

そ
こ
で
扱
わ
れ
た
鋳
貨
問
題
は
果
た
し
て
政
治
的
に
重
要
度
の
低
い
問
題
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ジ
リ
サ
ソ
と
は
全
く
ち
が
っ
て
、
鋳
貨
問
題
の
重

要
性
を
強
調
し
、
従
っ
て
一
四
三
七
年
集
会
を
も
っ
て
全
国
議
会
の
起
源
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

み
な
す
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
ス
パ
フ
ォ
ー
ド
℃
・
切
娼
口
臨
。
畿
で
あ
る
。
そ
の
所

論
を
要
約
す
れ
ば
お
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
貨
幣
鋳
造
権
は
君
主
に
莫
大
な
収
入
を
も
た
ら
す
。
貨
幣
の
改
鋳
（
品
位

低
下
）
は
、
単
に
固
定
さ
れ
た
慣
習
的
地
代
の
影
取
に
依
存
す
る
貴
族
層
に
打

撃
を
与
え
、
ま
た
経
済
界
を
混
乱
さ
せ
て
商
工
業
市
民
に
損
害
を
与
え
る
だ

け
で
は
な
い
。
実
質
上
そ
れ
は
擬
装
し
た
課
税
で
あ
り
、
貨
幣
所
有
者
全
員

に
対
し
各
自
の
資
産
額
に
比
例
し
て
課
さ
れ
る
事
実
上
の
租
税
、
し
か
も
徴

収
容
易
な
租
税
の
賦
課
を
意
味
す
る
。
州
議
会
が
伝
統
的
な
課
税
協
賛
権
を

保
持
す
る
に
し
て
も
、
貨
幣
鋳
造
権
が
野
放
し
で
あ
る
か
ぎ
り
、
君
主
は
こ

れ
を
利
用
し
て
御
用
金
以
外
の
収
入
を
獲
得
し
、
こ
う
し
て
州
議
会
に
よ
る

政
治
的
拘
束
を
免
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
潜
主
権
を

と
り
わ
け
財
政
面
か
ら
制
約
し
よ
う
と
す
る
州
議
会
が
、
君
主
の
貨
幣
鋳
造

権
濫
用
を
制
限
せ
ん
も
の
と
つ
と
め
た
の
は
当
然
で
あ
る
α
す
で
に
一
四
世

紀
に
ブ
ラ
バ
ン
ト
・
フ
ラ
ン
ド
ル
・
ホ
ラ
ン
ト
な
ど
の
州
議
会
が
貨
幣
改
鋳

に
つ
い
て
の
承
認
権
を
か
ち
え
た
の
は
そ
の
ゆ
え
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
フ
ィ

ジ
ッ
プ
善
良
に
よ
る
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
諸
州
の
統
一
は
一
四
三
三
年
に
大
体

達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
国
家
統
一
後
も
全
国
的
な
コ
ル
テ
ス
の
集
会
が

生
ま
れ
な
か
っ
た
ス
ペ
イ
ン
の
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
王
朝
的
領
土
統

一
は
そ
れ
だ
け
で
た
だ
ち
に
全
国
議
会
の
成
立
を
も
た
ら
す
と
は
か
ぎ
ら
な

い
。
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
場
合
、
領
土
統
一
後
数
年
に
し
て
一
四
三
七
年
に

全
国
議
会
の
誕
生
を
見
た
の
は
、
貨
幣
の
統
一
が
い
ち
早
く
実
施
に
移
さ
れ

た
結
果
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
四
三
三
年
一
〇
月
一
二
日
の
法
令
に
よ
り
、
従

来
州
ご
と
に
別
々
に
行
な
わ
れ
て
い
た
貨
幣
鋳
造
、
従
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
貨

幣
の
流
通
に
終
止
符
が
打
た
れ
、
全
国
共
通
σ
貨
幣
が
鋳
造
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
こ
と
が
契
機
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
法
令
は
、
旧
来
の
特
権
に
基

い
て
個
々
の
州
議
会
の
批
准
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
い

っ
た
ん
法
令
が
批
准
さ
れ
、
共
通
貨
幣
が
流
通
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
い
ま

や
鋳
貨
問
題
は
あ
ら
ゆ
る
州
に
共
通
の
問
題
で
あ
る
。
君
主
に
と
っ
て
は
、

個
々
の
州
議
会
と
取
引
す
る
よ
り
も
各
州
議
会
の
代
表
を
一
堂
に
会
せ
し
め

た
方
が
明
ら
か
に
好
都
合
で
あ
る
。
鉾
貨
法
令
の
更
薪
を
案
件
と
す
る
一
四

三
七
年
の
集
会
は
、
こ
う
し
て
日
程
に
上
せ
ら
れ
た
。
以
後
の
諸
集
会
も
、

少
な
く
と
も
一
四
六
四
年
に
い
た
る
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
も
っ
ぱ
ら
鋳
貨
問
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題
を
取
り
上
げ
た
。
一
四
六
四
年
以
後
は
議
題
中
に
占
め
る
鋳
貨
問
題
の
比

重
が
相
対
的
に
低
下
す
る
に
し
て
も
、
シ
ャ
ル
ル
豪
胆
の
治
批
を
除
け
ば
、

当
問
題
が
全
国
議
会
の
視
野
か
ら
完
全
に
消
え
去
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
以
上
ス
パ
フ
ォ
ー
ド
の
説
く
よ
う
に
鋳
貨
問
題
が
課
税
問
題
と
実
質
的
に

同
じ
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
一
四
三
七
年
の
集
会
を
政
治
的

重
要
度
の
低
い
も
の
と
し
て
軽
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ぬ
こ
と
に
な
ろ
う
。

従
っ
て
一
四
三
七
年
・
一
四
六
四
年
の
両
集
会
に
差
等
を
設
け
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
政
治
的
重
要
度
の
高
低
に
よ
り
も
、
構
成
範
囲
の
広
狭
に
こ
そ
求
め

ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
前
者
が
主
要
な
五
州
の
州
議
会
代
蓑
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
の
に
対
し
、
後
者
は
ほ
ぼ
金
碧
を
意
味
す
る
一
一
の
州

議
会
な
い
し
都
市
の
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
と
い
う
点
を
強
調
す
る
ほ

か
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
ジ
リ
サ
ン
の
誤
解
に
つ
い
て
の
わ
た
く
し
の
論
評
の
第
二
点
は
、
一
、
四
六

五
年
集
会
の
評
価
に
か
か
わ
る
。
前
述
の
よ
う
に
ジ
リ
サ
ソ
は
こ
の
集
会
で

は
じ
め
て
御
用
金
提
案
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

一
般
に
全
国
議
会
の
起
源
を
論
ず
る
に
当
た
っ
て
そ
う
し
た
財
政
に
関
す
る

議
題
の
有
無
を
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
と
同
様
に
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
場
合
で
も
、
身
分
制
議
会
の
諸
権
能
の

な
か
で
最
も
重
要
な
も
の
が
課
税
協
賛
権
で
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

し
か
し
一
五
・
一
六
世
紀
を
通
じ
て
す
べ
て
の
全
国
議
会
集
会
が
御
用
金
問

題
の
た
め
に
召
集
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
次
節
で
見
る
よ
う
に
、
君
主
の

交
替
そ
の
他
の
純
政
治
的
な
案
件
だ
け
で
開
か
れ
た
集
会
の
回
数
は
必
ず
し

も
少
な
く
な
い
。
し
か
も
そ
う
し
た
純
政
治
的
な
問
題
を
対
象
に
し
た
全
国

議
会
の
方
が
－
多
少
と
も
儀
式
的
な
性
質
を
帯
び
た
に
し
て
も
－
大
規

模
な
集
会
で
あ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
課
税
協
賛
に
つ
い
て
の
権
限
と
い

え
ど
も
、
議
会
が
も
つ
諸
権
能
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
だ
け
を
と
く
に

過
大
視
す
る
必
要
は
、
少
な
く
と
も
起
源
論
の
場
合
、
必
ず
し
も
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　
い
ま
か
り
に
一
歩
を
譲
っ
て
課
税
問
題
に
焦
点
を
絞
る
と
す
れ
ば
、
私
晃

で
は
そ
れ
は
か
え
っ
て
起
源
論
を
混
乱
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

四
六
五
年
に
は
じ
め
て
全
国
議
会
で
御
用
金
問
題
が
提
示
さ
れ
た
。
し
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

正
確
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
御
用
金
の
要
求
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
、
い
わ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

提
案
理
由
の
説
明
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
直
接
の
要
求
は
、
従
来
の
慣
例
に
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

り
個
々
の
州
議
会
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
。
一
四
六
五
年
の
集
会
は
、
も
と

も
と
子
息
シ
ャ
ル
ル
の
纏
漁
権
を
承
認
さ
せ
る
た
め
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
召
集

し
た
も
の
で
あ
り
、
財
政
上
の
提
案
は
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
い
わ
ば
付
帯

的
に
出
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
大
過
あ
る
ま
い
。
全
国
か
ら
徴
収
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ゐ

御
用
金
（
全
国
的
租
税
）
は
直
接
全
国
議
会
で
要
求
さ
れ
る
と
い
う
慣
行
が

確
立
す
る
の
は
、
か
な
り
遅
れ
て
一
四
九
三
年
、
つ
ま
り
フ
ィ
リ
ッ
プ
端
麗

の
親
政
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
御
用
金
問
題
に
伴
う
議
会
運
営
上
の
慣
習
的
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な
手
続
き
1
提
案
理
由
の
説
明
、
つ
い
で
政
府
役
人
と
個
々
の
州
議
会
代

表
と
の
個
別
折
衝
、
そ
の
後
代
議
員
の
帰
郷
（
州
議
会
へ
の
報
告
）
、
や
が
て

新
た
な
訓
令
（
州
議
会
決
定
）
を
帯
び
た
代
議
員
の
再
召
集
（
全
国
議
会
の
再

開
）
、
さ
ま
ざ
ま
菰
交
渉
を
重
ね
て
の
ち
の
最
終
的
妥
結
1
も
ほ
ぼ
こ
の

　
　
　
　
　
　
⑬

時
期
に
定
ま
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
前
記
の
一
四
六
五
年
の
場
合
同
様
、
御
用

金
問
題
は
金
轡
議
会
に
提
示
さ
れ
た
に
し
て
も
、
要
求
自
体
は
個
々
の
州
議

会
に
向
け
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
著
し
い
例
外
は
一
四
七
三
年
一

月
、
シ
ャ
ル
ル
豪
胆
が
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ェ
に
召
集
し
た
全
国
議
会
で
あ
る
。
ブ

ル
ゴ
ー
ニ
ェ
領
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
金
紫
、
さ
ら
に
ピ
カ
ル
デ
ィ
・
ブ
…
ロ

ー
ニ
ュ
の
州
議
会
代
表
を
集
め
た
こ
の
大
集
会
に
お
い
て
、
シ
轟
、
ル
ル
は
軍

事
費
調
達
の
名
目
で
一
〇
年
間
継
続
の
年
額
六
〇
万
ク
ロ
ー
ネ
ン
の
御
用
金

を
要
求
し
た
。
議
官
は
ほ
ぼ
前
記
の
一
つ
ま
り
の
ち
の
慣
行
化
す
る
と
こ

ろ
の
一
1
手
続
き
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
集
会
は
結
局
四
月
、
六
年
間
に
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

り
年
額
五
〇
万
ク
ロ
…
ネ
ン
の
御
用
金
供
与
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
三
園
議
会
と
御
用
金
問
題
と
の
か
か
わ
り

あ
い
は
時
と
と
も
に
形
を
変
え
成
長
し
た
。
焦
点
を
課
税
問
題
に
絞
っ
て
も

鼠
講
議
会
の
起
源
は
必
ず
し
も
明
確
に
な
ら
な
い
。
　
一
四
六
五
年
集
会
を
重

視
す
る
の
に
理
由
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
む
し
ろ
一
四
七
三
年
の
集
会
、
あ

る
い
は
む
し
ろ
一
四
九
三
年
の
集
会
に
全
國
議
会
の
起
源
を
求
め
る
こ
と
さ

え
不
当
で
は
な
か
ろ
う
。
起
源
論
は
こ
う
し
て
拡
散
し
あ
い
ま
い
に
な
る
。

要
す
る
に
課
税
問
題
を
過
大
視
心
、
従
っ
て
起
源
聖
上
一
四
六
五
年
集
会
を

あ
ま
り
に
重
視
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。
な
お
、
ジ
リ
サ
ン
の
所
論
を
紹

介
し
つ
つ
、
し
か
も
ジ
リ
サ
ン
以
上
に
一
四
六
五
年
集
会
ー
ー
起
源
説
を
囁
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

る
の
が
フ
ラ
ン
ス
の
ス
…
ル
O
・
Q
Q
o
巳
①
で
あ
る
。
彼
は
主
張
す
る
。
一
四

六
四
年
の
集
会
は
全
く
偶
然
の
産
物
に
す
ぎ
ず
、
せ
い
ぜ
い
翌
年
の
集
会
の

前
触
れ
た
る
に
と
ど
ま
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
が
明
確
な
意
思
を
も
っ
て
召

集
し
た
一
四
六
五
年
集
会
こ
そ
全
国
議
会
の
起
源
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
、
と
。
し
か
し
こ
の
説
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
と
に

中
世
で
は
、
偶
然
的
審
象
が
な
ん
ら
か
の
制
度
の
歴
史
的
起
源
と
な
る
こ
と

は
決
し
て
珍
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。

　
私
見
で
は
、
定
説
を
無
理
に
否
定
す
る
必
要
は
全
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
た
だ
一
四
六
四
年
集
会
の
先
駆
と
し
て
一
四
三
七
年
集
会
を
、
ジ
リ
サ

ソ
の
所
説
以
上
に
評
価
す
れ
ば
た
り
る
。
な
が
な
が
と
起
源
問
題
に
か
か
ず

ら
っ
て
き
て
今
さ
ら
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
論
議
に
ど
れ
ほ
ど
の
意

味
が
あ
る
か
、
少
な
か
ら
ず
疑
問
で
あ
る
。
全
国
議
会
は
も
と
も
と
意
図
的

　
ヘ
　
　
　
へ

に
開
設
さ
れ
た
制
度
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
制
度
の
起
源
を
特
定
の
時
点
に

求
め
る
こ
と
が
そ
も
そ
も
無
理
な
の
で
あ
る
。
ネ
…
デ
ル
ラ
ン
ド
全
国
議
会

は
十
五
世
紀
の
あ
い
だ
に
、
と
り
わ
け
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
の
治
世
に
漸
次
形

成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
形
成
過
程
に
お
け
る
画
期
的
な
集
会
を
こ
と
さ

ら
求
め
る
と
す
れ
ば
、
一
四
三
七
年
集
会
も
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
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定
説
の
一
四
六
四
年
集
会
が
最
も
そ
れ
に
妥
当
す
る
。
以
上
が
こ
こ
で
の
一

感
の
結
論
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
タ

　
な
お
ち
な
み
に
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
全
国
議
会
の
起
源
と
フ
ラ
ン
ス
の
全

に
ジ
エ
お
ロ
ヒ

国
議
会
（
い
わ
ゆ
る
全
国
三
部
会
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。

両
者
の
名
称
が
全
く
同
じ
で
あ
り
、
し
か
も
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
家
が
本
来
フ
ラ

ン
ス
の
大
諸
侯
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
議
会
が
フ
ラ
ン
ス

か
ら
移
植
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
的
制
度
で
あ
る
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
、
フ

ィ
リ
ッ
プ
善
良
が
全
国
議
会
を
召
集
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
そ
れ
に
着
想
を

得
た
結
果
で
あ
る
、
と
す
る
説
が
あ
る
。
ピ
レ
ソ
ヌ
な
ど
の
見
解
が
そ
れ
で

　
⑯
あ
る
。
し
か
し
ジ
リ
サ
ソ
や
フ
ァ
ン
阻
デ
ー
ー
キ
ー
フ
ト
は
頭
か
ら
そ
れ
を
否

　
　
⑰

定
す
る
。
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
全
国
議
会
が
誕
生
し
た
一
四
六
四
年
当
時
、
フ

ラ
ン
ス
で
は
そ
の
二
五
年
ば
か
り
前
か
ら
全
国
三
部
会
が
一
度
も
開
か
れ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
（
ジ
リ
サ
ン
が
挙
げ
る
論
拠
の
一
つ
）
は
あ
ま
り

説
得
性
の
あ
る
論
拠
と
は
い
え
な
い
け
れ
ど
も
、
次
の
二
点
は
決
定
的
な
意

味
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
で
は
す
で
に
一
四

世
紀
中
に
ほ
と
ん
ど
の
州
（
領
邦
）
に
州
議
会
が
成
立
し
、
そ
の
後
こ
と
に

一
五
世
紀
に
な
る
と
数
州
の
州
議
会
な
い
し
諸
都
市
の
代
表
よ
り
成
る
集
会

が
幾
度
か
召
集
さ
れ
、
従
9
て
全
国
議
会
が
こ
う
し
た
前
史
を
踏
ま
え
て
い

　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
へ

わ
ば
自
生
的
な
成
長
を
遂
げ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
。
第
二
に
、
フ
ラ

ン
ス
で
は
代
議
員
が
全
国
的
な
連
帯
の
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
を
代
表
し
、

従
っ
て
全
国
三
部
会
が
国
王
に
対
し
て
王
国
全
体
の
諸
身
分
を
代
表
す
る
機

関
で
あ
っ
た
の
に
反
し
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
全
國
議
会
は
州
議
会
帥
鋒
富

（
ω
汁
鋒
①
嵩
）
の
単
な
る
集
合
体
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
代
議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
州
議

会
を
一
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
州
の
い
ず
れ
か
の
身
分
を
一

代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
構
造
上
の
差
異
。
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
全
国

議
会
の
発
生
に
フ
ラ
ン
ス
の
全
国
三
部
会
が
全
く
無
関
係
で
あ
っ
た
と
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
き
れ
な
い
に
せ
よ
、
名
称
の
闇
題
は
と
も
か
く
と
し
て
、
両
者
を
簡
単
に

関
連
さ
せ
る
の
に
は
あ
ま
り
に
も
重
い
歴
史
的
事
実
で
あ
り
、
か
つ
構
造
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

差
異
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

三
　
召
集
・
構
成
・
権
限

　
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
全
国
議
会
の
著
し
い
特
質
は
、
と
く
に
そ
の
独
自
な
運

営
方
式
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
国
家
の
特
異
性
の
反
映
で
あ

る
と
と
も
に
、
将
来
の
連
邦
共
和
国
の
構
造
を
先
取
り
す
る
も
の
で
も
あ
っ

た
。
し
か
し
そ
う
し
た
問
題
は
次
節
で
扱
う
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
全
圏

議
会
の
他
の
諸
側
面
、
つ
ま
り
召
集
・
構
成
・
権
限
に
つ
い
て
ま
ず
触
れ
て

お
き
た
い
。
以
下
は
大
筋
に
お
い
て
ジ
リ
サ
ソ
の
整
理
に
依
拠
す
る
も
の
で

　
⑳

あ
る
。

（1）

召

集
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州
議
会
と
同
様
に
、
全
国
議
会
は
君
主
あ
る
い
は
君
主
権
代
行
者
の
召
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
よ
っ
て
の
み
集
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
噴
こ
の
露
主
星
集
権
の
原
財
は
、

す
で
に
～
四
六
四
年
集
会
の
召
集
に
際
し
て
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
が
明
示
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
彼
は
一
四
六
三
年
一
二
月
三
一
日
付
の
書
簡
に
お
い
て
、

他
州
の
都
市
に
呼
び
か
け
て
自
主
的
な
都
市
合
同
集
会
を
開
こ
う
と
計
画
し

て
い
た
ホ
ラ
ン
ト
諸
都
市
に
激
し
く
抗
議
し
、
　
「
か
か
る
こ
と
を
な
す
資
格

は
彼
ら
〔
ホ
ラ
ソ
ト
諸
都
市
〕
に
は
な
く
、
た
だ
余
ひ
と
り
に
存
す
る
」
と

断
定
し
た
。

　
し
か
し
一
四
七
七
年
一
月
、
シ
ャ
ル
ル
豪
旭
の
陣
没
と
と
も
に
君
主
権
は

危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。
嗣
子
マ
リ
ア
は
ガ
ン
に
全
国
議
会
を
召
集
し
て
善
後

策
を
講
じ
よ
う
と
し
た
が
、
か
え
っ
て
い
わ
ゆ
る
「
大
特
権
」
O
H
撃
自
暴
『
学

く
㎞
δ
α
q
①
（
9
．
。
9
》
窓
｝
。
σ
Q
Φ
）
の
承
認
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
、
そ
の
第
ご
二
条

に
お
い
て
、
州
議
会
な
ら
び
に
全
国
議
会
が
そ
の
欲
す
る
時
と
所
に
あ
ら
か

じ
め
君
主
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
自
主
的
に
集
会
す
る
権
利
を
も
つ
こ
と

を
認
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
い
で
一
四
八
八
年
二
月
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア

ン
が
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
で
捕
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
君
主
権
は
新
た
な
譲
歩
を
強

い
ら
れ
た
。
幼
少
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
端
麗
の
名
で
メ
ヘ
レ
ソ
に
召
集
さ
れ
た
全

国
議
会
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
協
議
会
と
交
渉
し
て
や
が
て
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
を

釈
放
せ
し
め
た
が
、
そ
の
際
五
月
に
ブ
ラ
バ
ン
ト
・
エ
ノ
ー
・
ゼ
ー
ラ
ン
ト

・
ナ
、
ミ
ュ
ー
ル
と
フ
ラ
ン
ド
ル
と
の
間
で
同
盟
条
約
が
結
ば
れ
、
窮
地
に
立

つ
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
承
蜘
㎜
を
｝
取
り
つ
け
た
。
こ
の
同
盟
条
約
は
山
人
特
権
篇
弟

～
三
条
の
内
容
を
さ
ら
に
敷
得
し
て
、
以
後
全
国
議
会
は
職
務
と
し
て
年
一

回
、
一
〇
月
一
日
に
ブ
ラ
パ
ン
ト
・
フ
ラ
ン
ド
ル
・
エ
ノ
ー
の
い
ず
れ
か
の

都
市
で
集
会
を
も
つ
べ
し
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
一
四
七
七
年
の
大

特
権
も
、
ま
た
一
撃
八
八
年
の
同
盟
条
約
も
、
い
ず
れ
も
結
局
は
死
文
に
終

　
　
⑫

わ
っ
た
。
両
度
と
も
政
鰐
が
た
だ
ち
に
勢
力
を
挽
果
し
て
議
会
の
成
果
を
無

視
し
去
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
君
主
召
集
権
の
原
剛
は
、
少
な
く
と
も
一
五
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

六
年
ま
で
厳
然
と
維
持
さ
れ
た
。

　
た
だ
し
一
四
七
七
年
・
｝
四
八
八
年
の
事
件
を
経
て
、
君
主
が
全
国
議
会

を
少
な
く
と
も
毎
年
一
回
召
集
す
る
こ
と
が
ほ
ぼ
法
制
上
の
慣
例
と
な
っ
た
。

と
き
に
特
殊
な
政
治
情
況
の
も
と
で
何
年
か
に
わ
た
る
空
白
期
が
生
じ
た
こ

と
が
あ
り
（
た
と
え
ば
一
五
｝
こ
七
一
｝
五
四
〇
年
、
　
一
五
六
九
一
一
五
七
二
年
）
、

逆
に
年
に
数
回
も
召
集
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
た
と
え
ば
一
五
〇
五

年
に
五
回
、
一
五
〇
六
年
に
四
回
）
。
そ
し
て
会
期
は
一
般
に
短
く
、
数
日
あ
る

い
は
数
週
で
閉
会
に
な
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
四
六
四
一
一
五

七
六
年
の
約
一
一
〇
年
間
に
、
全
国
議
会
の
召
集
回
数
は
お
よ
そ
一
六
〇
の

多
き
を
数
え
た
。
平
均
し
て
二
年
に
三
回
で
あ
る
。

　
集
会
の
場
所
は
…
善
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
と
に
初
期
に
は
転
々
と
変
わ

り
、
と
き
に
中
小
都
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
州
別
で
は
ブ
ラ
バ

ン
ト
で
の
開
催
回
数
が
i
貴
族
領
メ
ヘ
レ
ン
を
除
外
し
て
も
一
抜
群
に
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多
く
、
少
な
く
と
も
　
〇
三
回
、
次
い
で
フ
ラ
ン
ド
ル
の
一
三
二
回
で
、
そ
の

ほ
か
エ
ノ
ー
・
ゼ
ー
ラ
ン
ト
・
ナ
、
・
・
ユ
…
ル
で
も
稀
に
開
か
れ
た
が
、
ホ
ラ

ソ
ト
．
ア
ル
ト
ワ
、
い
わ
ん
や
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
は
皆
無
で
あ
る
。
都
市

別
で
は
ガ
ン
や
ア
ソ
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ソ
で
も
た
び
た
び
開
か
れ
た
が
、
と
く
に

一
四
九
一
年
以
後
は
メ
ヘ
レ
ソ
で
の
開
催
回
数
が
激
増
し
、
や
が
て
は
ブ
リ

ュ
ヅ
セ
ル
が
圧
倒
的
に
重
要
な
地
位
（
事
実
上
の
首
都
）
を
占
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
一
五
三
一
一
一
五
七
六
年
に
召
集
さ
れ
た
全
国
議
会
四
一
回
の
う
ち
、

ブ
リ
ュ
ヅ
セ
ル
を
会
場
と
す
る
も
の
は
三
四
回
、
つ
ま
り
八
割
以
上
で
あ
る
。

幻
構
成

（　
全
国
議
会
は
「
こ
ち
ら
側
の
国
々
」
の
各
州
議
会
が
派
遣
す
る
代
議
員
に

　
　
　
　
　
　
　
＠

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
州
議
会
は
一
般
に
三
身
分
（
聖
職
老
・
貴

族
・
第
三
身
分
）
の
代
表
よ
り
成
り
、
従
っ
て
全
国
議
会
は
間
接
的
な
代
議

制
度
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
だ
し
以
上
は
一
般
的
原
則
で
あ
っ
て
、
実
態
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

　
必
ず
し
も
す
べ
て
の
州
が
全
国
議
会
に
代
議
員
を
送
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

つ
ね
に
代
議
員
を
出
す
こ
と
が
原
則
で
あ
っ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
家
産
諸
州

や
ρ
蕩
唱
ρ
。
窪
鑓
。
受
壷
×
（
も
㊤
仲
ユ
ヨ
。
巳
巴
。
ぴ
巳
窪
）
だ
け
で
あ
る
。
ブ
ラ
バ

ン
ト
・
フ
ラ
ン
ド
ル
・
エ
ノ
i
・
ア
ル
ト
ワ
・
ホ
ラ
ソ
ト
・
ゼ
！
ラ
ン
ト
・

ナ
ミ
ュ
ー
ル
．
メ
ヘ
レ
ソ
・
ワ
冒
ソ
鐸
フ
ラ
γ
ド
ル
ハ
リ
ー
ル
・
ド
ゥ
エ

1
・
オ
ル
シ
ー
）
が
そ
れ
で
あ
り
、
一
六
世
紀
に
な
っ
て
、
マ
ド
リ
ー
ド
条
約

（一

ﾜ
二
六
）
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
か
ら
完
全
に
離
脱
し
た
ト
ゥ
ル
ネ
ー
市
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

び
ト
ゥ
ル
ネ
ジ
日
。
帽
旨
鉱
⑭
冨
も
こ
れ
に
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
他
の
諸
州
は

ご
く
稀
に
し
か
全
国
議
会
に
参
加
し
な
い
。
古
く
か
ら
の
所
領
の
な
か
で
は

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
リ
ン
ブ
ル
フ
が
そ
う
で
あ
り
、
一
六
散
紀
に
カ
ー
ル
阿

世
に
よ
っ
て
併
合
さ
れ
た
落
毛
、
つ
ま
り
ユ
ト
レ
ヒ
ト
・
ヘ
ル
デ
ル
・
フ
リ

ー
ス
ヲ
ソ
ト
・
オ
ー
フ
ェ
ル
ア
イ
セ
ル
・
フ
ロ
ニ
ソ
ゲ
ソ
（
フ
ロ
ニ
ソ
ゲ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

市
と
ナ
メ
ラ
ソ
デ
ソ
○
臼
臼
σ
冨
圭
角
）
も
同
様
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
生
州
が

代
議
員
を
送
っ
た
の
は
一
五
四
九
年
・
一
五
五
五
年
な
ど
、
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
儀
式
的
な
大
集
会
の
み
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
家
産
諸
州
と
非
家

産
量
州
の
差
別
は
、
政
府
側
が
進
ん
で
行
な
っ
た
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。

む
し
ろ
逆
に
非
家
産
諸
州
が
他
州
と
の
協
同
を
嫌
い
、
全
国
議
員
へ
の
代
議

員
派
遣
を
み
ず
か
ら
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
葬
家
産
堂
堂
が
、
全
国

議
会
の
議
を
経
て
決
定
さ
れ
る
全
国
的
課
税
の
分
担
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
、

州
議
会
単
独
の
個
別
的
な
課
税
協
賛
方
式
を
固
執
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
通
常
、
各
州
議
会
が
そ
の
代
議
員
を
選
ん
だ
。
君
主
召
集
権
の
原
則
か
ら

し
て
君
主
に
指
名
権
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
直
接
君
主
が
代
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

員
を
指
名
し
た
事
例
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
普
通
は
全
国
議
会
開
催
予
定

日
の
幾
日
か
前
に
州
議
会
が
開
か
れ
、
各
身
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
代
議
員

が
選
出
さ
れ
た
。
従
っ
て
代
議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
州
議
会
の
代
表
で
あ
る
と
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き

同
時
に
、
一
層
厳
密
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
州
の
特
定
身
分
の
代
表
で
あ
っ
た
。

　
各
州
の
代
議
員
団
の
構
成
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
各
州
議
会
の

構
成
を
反
映
し
、
そ
の
州
議
会
の
構
成
が
州
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
ブ
ラ
バ
ン
ト
・
ア
ル
ト
ワ
・
エ
ノ
ー
・
ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ユ
ト

レ
ヒ
ト
は
三
身
分
の
各
々
か
ら
全
国
議
会
代
議
員
を
備
蓄
す
る
の
が
常
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
他
の
州
の
場
合
は
多
か
れ
少
な
か
れ
変
心
的
で
あ
っ
た
。
ホ

ラ
ン
ト
の
場
合
、
貴
族
か
ら
は
代
議
員
が
出
た
け
れ
ど
も
、
聖
職
者
の
代
議

員
は
選
出
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
ゼ
ー
ラ
ソ
ト
で
は
ミ
ッ
デ
ル
ブ
ル
フ
の
修

道
院
長
が
代
議
員
団
の
一
員
に
指
名
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

は
聖
職
者
の
み
な
ら
ず
貴
族
を
含
む
特
権
身
分
の
た
だ
一
人
の
代
表
と
し
て

で
あ
る
。
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ド
ル
の
場
合
、
い
わ
ゆ
る
「
四
メ
ン
バ
ー
」

ρ
償
欝
鉾
O
冒
Φ
日
げ
目
Φ
ω
　
（
ノ
N
一
①
同
　
］
い
O
伽
①
コ
）
、
　
つ
ま
り
ガ
ソ
・
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
・

イ
ー
プ
ル
お
よ
び
フ
ラ
ン
ー
ー
ド
ー
ー
ブ
リ
ェ
ー
ジ
ェ
蜀
イ
9
昌
。
鳥
。
切
目
口
⑬
＄

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

（
＜
且
。
〈
器
し
d
窪
σ
q
σ
Q
①
）
が
州
議
会
を
代
表
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
て
、
聖

職
者
・
貴
族
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
代
衰
を
送
り
出
す
こ
と
は
め
つ
た
に

な
か
っ
た
。

　
全
国
議
会
に
集
ま
っ
た
代
議
員
の
総
数
は
と
き
に
は
一
〇
〇
名
以
上
を
数

え
、
一
五
五
五
年
の
ご
と
き
は
三
〇
〇
名
を
超
え
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
特

別
な
大
集
会
を
別
に
す
れ
ば
、
通
常
は
六
〇
一
七
〇
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
う

ち
聖
職
者
・
貴
族
は
い
ず
れ
も
一
〇
人
前
後
、
従
っ
て
残
り
の
四
〇
i
五
〇

人
が
第
三
身
分
の
代
議
員
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
皿
ド
ー
プ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
や
ト

ゥ
ル
ネ
ジ
を
例
外
と
し
て
、
シ
函
、
・
テ
ル
ニ
ー
や
小
都
市
か
ら
第
三
身
分
の
代

表
が
出
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
そ
れ
は
特
別
の
大
集
会
の
際
だ
け
に
ほ
ぼ
限

ら
れ
て
お
り
、
二
〇
く
ら
い
の
大
都
市
が
第
三
身
分
の
代
議
員
を
ほ
と
ん
ど

独
占
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
ル
ー
ヴ
ァ
ン
・
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
、
　
ア
ン
ト
ゥ
ェ
ル
ペ
ン
・
セ
ル
ト
ー
ヘ
ン
ボ
ス
、
　
フ
ラ
ン
ド
ル
の
ガ

ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
・
イ
ー
プ
ル
、
そ
の
他
の
諸
州
で
は
ア
ラ
ス
・
り
ー

ル
・
ド
ゥ
エ
ー
・
ヴ
ァ
ラ
ソ
シ
エ
ソ
ヌ
・
ミ
ッ
ー
ア
ル
ブ
ル
フ
・
ハ
ー
ル
レ

ム
・
ユ
ト
レ
ヒ
ト
・
ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
メ
ヘ
レ
ソ
・
ト
ゥ
ル
ネ
ー
な
ど
が
そ
れ

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
市
役
人
（
市
長
ま
た
は
市
参
事
会
員
）
・
法
律
顧
問

需
濤
δ
旨
巴
お
（
℃
O
］
P
Q
り
戸
O
口
㊤
冒
戸
Q
ゆ
）
を
含
む
二
人
な
い
し
三
人
の
代
議
員
を
派

遣
し
た
。
人
数
の
上
か
ら
し
て
も
、
ま
た
個
人
的
能
力
か
ら
し
て
も
、
全
国

議
会
を
牛
耳
っ
た
の
は
こ
れ
ら
大
都
市
出
身
の
代
議
員
で
あ
っ
た
。
と
り
わ

け
法
律
顧
問
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
。
各
州
議
会
の
名
に
お
い
て
発
言
し

た
の
は
主
と
し
て
州
首
邑
の
法
律
顧
問
で
あ
り
、
ま
た
全
国
議
会
を
代
表
し

て
発
言
し
た
の
も
、
た
と
え
ば
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
法
律
顧
問
で
あ
っ
た
。

助
権
限

（　
原
則
－
ド
」
し
て
、
全
国
議
会
の
権
限
は
州
議
会
の
権
限
の
い
わ
ば
全
国
版
で

あ
る
。
そ
れ
は
法
制
上
來
確
定
の
単
な
る
慣
行
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
り
、

13e （712）



一五・一六世紀のネーデルランド全国議会について（川口）

班
議
会
の
権
限
に
も
ま
し
て
、
偶
然
的
情
況
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
政
治
的
妥

協
あ
る
い
は
便
益
の
所
産
で
あ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
な
る
ほ
ど
一
四
七
七

年
置
大
特
権
（
第
一
三
条
）
蜘
当
国
全
体
の
安
寧
と
共
同
の
福
利
に
関
す

る
諸
問
題
の
た
め
に
全
国
議
会
が
召
集
さ
れ
る
と
規
定
し
、
さ
ら
に
一
四
八

八
年
の
諸
土
間
の
同
盟
条
約
は
、
売
国
全
体
に
関
連
を
も
つ
一
切
の
苦
情
・

隙
情
を
受
理
す
る
こ
と
を
全
国
議
会
の
任
務
と
定
め
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の

権
限
規
定
は
い
ず
れ
も
内
容
が
甚
だ
漠
然
と
し
て
お
り
、
し
か
も
先
述
の
よ

・
γ
に
と
も
に
死
文
に
終
わ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
う
し
て
そ
の
権
限
が
法
的
に

明
確
な
規
定
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
結
局
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
全
國
議
会

は
事
実
上
・
慣
習
上
政
府
に
対
す
る
一
種
の
圧
力
集
団
を
形
成
し
た
。
君
主

が
全
国
議
会
の
建
言
権
・
請
願
権
を
事
実
上
認
容
し
、
御
用
金
問
題
や
霊
要

な
政
治
問
題
に
関
し
て
全
国
議
会
を
召
集
す
る
こ
と
が
潰
例
と
な
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
う
し
た
全
国
議
会
の
慣
習
的
権
限
に
つ
い
て
、
政
治
・
財
政
・

立
法
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　
純
政
治
的
分
野
に
お
い
て
最
も
明
白
に
全
国
議
会
の
権
限
が
示
さ
れ
る
の

は
、
権
力
の
移
動
に
際
し
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
君
主
の
交
替
や
摂
政
の
就
任

は
こ
と
ご
と
く
、
そ
の
た
め
に
召
集
さ
れ
た
全
国
議
会
の
同
意
の
も
と
に
行

な
わ
れ
た
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
の
唯
一
の
後
継
者
と
し
て
子
息
シ
ャ
ル
ル
を

承
認
し
た
一
四
六
五
年
目
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）
、
　
大
特
権
を
代
償
に
マ
リ
ア
の

霜
主
権
を
認
め
た
一
四
七
七
年
（
ガ
ン
）
、
　
幼
少
の
フ
ィ
リ
ヅ
プ
端
麗
の
摂

政
と
し
て
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
を
受
け
入
れ
た
一
四
八
二
年
（
ガ
ソ
）
、
　
幼
少

の
カ
ー
ル
の
摂
政
と
し
て
再
度
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
を
承
認
し
た
一
五
〇
六
年

（
メ
ヘ
レ
ン
）
、
　
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
後
見
権
を
解
除
し
て
カ
ー
ル
の
親
政

を
決
定
し
た
一
五
一
四
－
一
五
一
五
年
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）
、
　
カ
ー
ル
五
世

が
退
位
し
子
息
フ
ェ
リ
ペ
が
新
繭
主
と
し
て
承
認
さ
れ
た
一
五
五
五
年
（
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
）
、
以
上
の
全
国
議
会
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
外
交
問
題
（
戦
争
・
講
和
・
国
際
条
約
）
も
し
ば
し
ば
全
国
議
会
召
集
の
動

機
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
対
外
政
策
が
御
用
金
問
題
と
密
接
に
か
ら
み
あ
っ
て

い
ズ
、
御
用
金
が
軍
事
費
調
達
の
た
め
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
全
国
議
会
に
諮
っ
て
そ
の
同
意
を
得
た
後
で
な
け
れ
ば
君
主
は

宣
戦
布
告
で
き
な
い
と
の
大
特
権
の
条
項
（
第
一
〇
一
一
二
条
）
は
結
局
無
視

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
が
対
外
政
策
に
つ
い
て
全
国
議
会
で
見
解

を
開
陳
す
る
機
会
を
た
び
た
び
も
っ
た
の
は
、
御
用
金
を
提
案
す
る
に
当
た

っ
て
そ
の
提
案
理
由
、
つ
ま
り
軍
裏
上
の
使
途
を
説
明
す
る
必
要
に
迫
ら
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
シ
ャ
ル
ル
豪
胆
が
ル
イ
一
一
世
と
の
戦
い
の
た
め
多
額
の

御
用
金
を
要
求
す
べ
く
召
集
し
た
、
先
述
の
一
四
七
三
年
の
全
国
議
会
は
そ

の
一
例
で
あ
る
。
国
際
条
約
も
そ
の
多
く
が
全
国
議
会
に
上
程
さ
れ
、
そ
の

批
准
が
求
め
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
マ
ド
リ
ー
ド
条
約
は
一
五
二
六
年
四
月
の

全
国
議
会
に
通
告
さ
れ
、
一
五
二
九
年
一
二
月
に
批
准
さ
れ
た
。
ま
た
ネ
ー

デ
ル
ラ
ソ
ボ
と
神
聖
ロ
…
”
、
帝
国
と
の
関
係
を
取
り
決
め
、
い
わ
ゆ
る
「
ブ

131　（713）



ル
ゴ
ー
ニ
ュ
圏
」
O
Φ
同
。
δ
価
①
じ
ご
O
β
巴
α
q
O
σ
q
詳
Φ
（
切
O
β
壇
σ
q
O
出
象
ω
o
ぴ
①
納
り
㊦
洋
。
。
）

の
準
独
立
的
地
位
を
承
認
し
た
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
協
約
8
窮
霧
四
〇
鉱
。
類

鳥
、
｝
自
σ
Q
ω
げ
。
母
σ
q
（
玄
同
ρ
⇒
撃
。
餓
Φ
〈
§
〉
儲
σ
q
。
。
σ
霞
σ
q
）
も
、
一
五
四
八
年
一
〇

月
の
全
国
議
会
で
批
准
を
受
け
た
。

　
し
か
し
国
内
行
政
で
は
、
全
国
議
会
の
出
る
幕
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

原
瑚
と
し
て
内
政
問
題
は
地
方
的
次
元
で
取
り
扱
わ
れ
、
政
府
の
諮
問
が
州

議
会
・
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
・
都
市
の
よ
う
な
地
方
諸
団
体
に
向
け
ら
れ
た
か
ら

で
あ
り
、
さ
ら
に
全
国
行
政
に
関
係
の
あ
る
重
要
な
制
度
上
の
改
革
に
つ
い

て
も
必
ず
し
も
全
国
議
会
が
諮
隅
を
受
け
る
と
は
か
ぎ
ら
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
で
も
、
政
府
が
内
政
面
で
一
貫
し
て
追
求
し
た
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ド
諸
州
の
国
家
的
統
一
の
強
化
に
、
全
国
議
会
の
協
賛
が
求
め
ら
れ
た
こ
と

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
自
今
一
七
州
は
分
劉
さ
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
統
治
権

が
継
承
さ
れ
る
べ
し
と
定
め
た
i
従
っ
て
前
記
の
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
協
約

と
と
も
に
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
圏
の
国
家
約
統
一
を
安
定
せ
し
め
た
ー
プ
ラ
グ

マ
テ
ィ
ッ
ク
阻
サ
ン
ク
シ
ョ
ソ
は
、
全
国
議
会
に
案
文
が
提
示
さ
れ
、
そ
の

町
議
と
同
意
を
経
て
発
布
さ
れ
た
（
～
五
四
九
年
一
一
月
）
。

　
次
仁
財
政
の
分
野
で
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
全
国
議
会
の
役
割
が
き
わ
め

て
大
き
い
。
そ
の
大
半
の
集
会
が
御
用
金
（
租
税
）
問
題
の
審
議
に
当
て
ら

れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
も
そ
も
露
主
が
財
政
上
の
援
助
を
必
要
と
す
る
場

合
こ
れ
を
各
州
議
会
に
求
め
る
と
い
う
慣
行
は
、
全
国
議
会
成
立
の
億
る
か

以
前
か
ら
す
で
に
確
立
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
慣
行
を
前
提
と
し
て
全
国

議
会
が
財
政
分
野
に
関
与
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
後
も
こ

の
慣
行
自
体
は
原
理
的
に
い
さ
さ
か
も
変
化
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
た
だ

御
用
金
の
要
求
お
よ
び
協
賛
の
手
続
き
が
若
干
変
わ
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
君
主
ま
た
は
執
政
が
各
州
を
巡
り
歩
い
て
一
あ
る
い
は
代
行
者

を
使
っ
て
l
I
州
議
会
に
直
接
当
た
る
代
わ
り
に
、
一
堂
に
会
し
た
代
議
員

た
ち
に
み
ず
か
ら
一
あ
る
い
は
側
近
の
高
宮
が
一
御
用
金
要
求
を
申
し

入
れ
る
と
い
う
間
接
的
な
便
法
が
と
ら
れ
た
だ
け
の
こ
と
で
、
御
用
金
協
賛

の
決
定
権
は
あ
く
ま
で
各
州
議
会
に
留
保
さ
れ
た
。
御
用
金
に
つ
い
て
全
国

議
会
自
体
は
な
ん
ら
の
決
定
を
も
行
な
わ
な
い
。
代
議
員
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

の
州
議
会
に
報
告
に
帰
り
、
再
開
さ
れ
た
全
国
議
会
に
は
州
議
会
の
決
定
を

携
え
て
参
集
し
、
そ
れ
を
政
府
に
伝
達
す
る
。
前
述
の
純
政
治
的
分
野
に
お

い
て
も
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
全
国
議
会
は
単
な
る
仲
介
機

関
に
す
ぎ
ず
、
厳
密
に
い
え
ば
い
わ
ゆ
る
課
税
協
賛
権
は
州
議
会
に
存
す
る

だ
け
で
、
全
国
議
会
そ
れ
自
体
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
全
国
的
課
税
一
少
な
く
と
も
家
産
蘇
州
全
体
を
対
象
と
し
た

御
用
金
1
が
一
四
七
～
二
年
に
は
じ
め
て
全
国
議
会
で
要
求
さ
れ
、
と
り
わ

け
一
四
九
三
年
以
降
そ
れ
が
慣
例
化
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
う
し
た
金
国
的
課
税
は
大
ざ
っ
ぱ
な
伝
統
的
比
率
に
よ
っ
て
各
州

⑳に
、
つ
い
で
荊
次
元
で
は
各
身
分
に
、
さ
ら
に
諸
身
分
の
内
部
で
割
り
当
て
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㍗

ら
れ
た
。
個
人
の
収
入
に
応
じ
て
課
税
す
る
薪
税
制
が
一
五
四
二
一
一
五
四

三
年
に
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
の
適
用
は
州
次
元
以
下
に
と
ど
ま
り
、
諸
州
間

で
は
依
然
と
し
て
旧
来
の
割
当
て
方
式
が
と
ら
れ
た
。
全
国
議
会
は
微
収
さ

れ
た
御
用
金
の
支
出
に
も
関
心
を
払
っ
た
。
有
力
州
（
ブ
ラ
バ
ン
ト
・
フ
ラ

ン
ド
ル
・
ホ
ラ
ソ
ト
）
の
場
合
、
一
六
世
紀
の
二
〇
・
三
〇
年
代
に
い
ち
早
く

州
議
会
が
自
州
で
の
御
用
金
を
管
理
す
る
権
限
を
掌
握
し
た
が
、
全
国
議
会

が
そ
れ
に
成
功
す
る
の
は
一
五
五
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
前
年

一
一
月
以
来
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
集
会
し
た
全
国
議
会
が
、
こ
の
年
五
月
つ
い

に
年
額
八
○
万
フ
ロ
リ
ン
で
九
年
間
継
続
の
御
用
金
を
承
認
し
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
代
償
と
し
て
当
御
用
金
の
管
理
権
を
譲
与
さ
れ
、
ア
ソ
ト
ウ
ェ
ル

ペ
ソ
市
長
ア
ン
ト
ン
に
フ
ァ
ソ
ー
ー
ス
ト
ラ
ー
レ
ソ
》
ロ
8
旨
く
餌
コ
ω
貫
㊤
巴
Φ
鵠

を
総
監
O
。
日
白
凶
ω
。
。
蝕
お
σ
q
9
曾
巴
（
○
℃
℃
①
同
ぎ
富
民
㊤
暮
）
に
任
じ
て
御
用

金
の
各
州
へ
の
割
嶺
て
と
徴
収
さ
れ
た
御
用
金
の
使
途
の
監
督
に
当
た
ら
せ

た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
立
法
の
分
野
で
は
、
全
国
議
会
の
権
限
は
と
る
に
た
ら
な
い
。
当

時
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
全
土
に
共
通
の
法
が
き
わ
め
て
数
少
な
く
、
と
く
に

民
事
関
係
で
は
地
方
的
な
慣
習
法
が
支
配
的
で
あ
り
、
し
か
も
立
法
権
は
原

則
と
し
て
も
っ
ぱ
ら
君
主
に
の
み
属
し
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
立
法
の

な
か
に
は
霜
主
の
発
意
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
に
請
願
に
基
く
も
の
が
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
請
願
者
は
や
は
り
ギ
ル
ド
・
都
市
・
州
議
会
な
ど
の
地
方
団
体

．
で
あ
っ
た
。
例
外
は
一
五
三
一
年
の
諸
法
令
だ
け
で
あ
る
、
穀
物
の
取
引
・

輸
出
を
制
限
す
る
同
年
九
月
二
三
日
付
の
法
令
は
全
国
議
会
の
建
直
に
よ
っ

て
、
議
た
一
〇
月
七
田
付
の
三
法
令
（
異
端
取
締
り
の
法
令
、
貨
幣
に
関
す

る
法
令
、
慣
習
法
の
編
集
・
公
証
人
の
業
務
・
破
産
・
浮
浪
罪
・
刑
法
な
ど

雑
多
な
二
項
に
つ
い
て
当
地
全
域
に
共
通
の
立
法
を
行
な
お
う
と
の
意
欲
を

は
じ
め
て
示
し
た
法
令
）
は
全
国
議
会
の
見
解
を
聴
し
て
の
ち
発
布
さ
れ
た
。

四
　
議
会
の
運
営
と
州
権
主
義

　
全
国
議
会
の
運
営
上
の
手
続
き
に
つ
い
て
簡
単
に
は
す
で
に
触
れ
て
お
い

た
が
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
説
明
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
三
体
集

会
が
開
か
れ
、
君
主
自
身
ま
た
は
執
政
（
あ
る
い
は
高
官
）
が
召
集
の
目
的

を
陳
述
し
、
代
議
員
代
表
が
儀
礼
的
讐
辞
を
述
べ
る
。
つ
い
で
実
質
的
な
談

合
が
政
府
役
人
と
個
々
の
評
議
会
の
代
議
員
団
と
の
あ
い
だ
で
行
な
わ
れ
、

た
と
え
ば
当
該
州
の
御
用
金
分
担
額
が
提
示
さ
れ
る
。
代
議
員
は
即
答
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

権
限
を
も
た
ず
、
政
府
の
要
求
を
持
ち
帰
っ
て
州
議
会
に
報
告
す
る
。
州
議

会
は
こ
の
報
告
を
討
議
し
て
決
定
を
下
す
。
代
議
員
は
州
議
会
の
決
定
（
新

訓
令
）
を
携
え
て
、
再
開
さ
れ
た
全
国
議
会
に
再
び
出
席
し
、
政
府
に
そ
れ

を
伝
達
す
る
。
し
か
し
事
が
こ
れ
で
終
わ
る
こ
と
は
む
し
ろ
稀
で
あ
る
。
州

議
会
決
定
の
内
容
次
第
で
は
、
あ
る
い
は
他
州
の
決
定
と
の
あ
い
だ
に
食
い

違
い
が
あ
る
場
合
に
は
、
ま
た
も
や
政
府
・
代
議
員
間
の
折
衝
が
続
け
ら
れ
、
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そ
の
間
に
代
議
員
が
幾
度
も
州
議
会
の
見
解
を
た
だ
し
に
帰
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

と
い
う
事
態
が
決
し
て
珍
し
く
な
か
っ
た
。
最
終
的
妥
結
ま
で
に
国
事
の
日

数
を
要
し
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
不
断
の
州
議
会
・
全
国
議
会
間
の
往
復
ノ
、
㌣
簿
ム
、
自
粛
つ
ま

り
州
議
会
へ
の
照
会
目
窪
く
9
（
コ
σ
q
σ
q
。
ω
鞍
ρ
算
）
は
、
代
議
員
が
選
出
母
体

か
ら
相
対
的
に
独
立
し
た
自
主
的
決
定
権
つ
ま
り
全
権
覧
φ
塁
℃
o
零
ω
審
ω

を
与
え
ら
れ
ず
、
単
に
「
聞
い
て
報
告
す
る
」
o
中
押
暮
雲
℃
娼
。
ぽ
賃
権
限

し
か
も
た
な
か
っ
た
こ
と
姦
撮
す
惚
・
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
命
令
的
委
任

ヨ
睾
α
p
叶
一
日
管
財
暮
隣
（
一
著
唱
①
舜
江
o
h
ヨ
p
a
ρ
舞
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た

だ
し
こ
う
し
た
方
式
が
格
別
厳
重
に
守
ら
れ
た
の
は
と
く
に
財
政
分
野
（
御

用
金
聞
題
）
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
他
の
分
野
で
は
一
定
の
自
由
裁
量
権
が

代
議
員
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
州
議
会
へ
の
照
会
ぬ
き

で
シ
ャ
ル
ル
の
継
承
権
を
承
認
し
た
一
四
六
五
年
の
全
国
議
会
が
そ
の
一
例

で
あ
る
。
だ
が
、
非
財
政
分
野
で
も
や
は
り
州
議
会
の
意
見
を
た
だ
す
こ
と

が
原
則
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
マ
ド
リ
ー
ド
条
約
の
批
准
が
そ
う
い
う
正
規
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

手
続
き
を
踏
ん
で
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
代
議
員
の
権
限
が
以
上
の
よ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
全
国
議
会
で
は
通
常

の
意
味
の
議
決
な
ど
あ
り
え
な
い
。
い
わ
ん
や
多
数
決
の
ご
と
き
は
全
く
無

意
味
で
あ
る
。
な
ん
ら
か
の
決
定
が
な
さ
れ
て
も
、
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
の

絃
決
定
に
賛
意
を
表
し
た
州
だ
骨
で
あ
る
。
涌
常
の
意
球
の
議
決
に
近
い
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
全
会
～
致
の
場
合
の
み
に
限
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
全
岡
議
会
な
ら
、
代
議
員
の
資
格
審
査
も
ほ
と
ん
ど
無
用
に
近
か
っ

た
に
ち
が
い
な
い
。
一
五
四
五
年
、
カ
ー
ル
五
…
世
が
全
国
議
…
会
に
外
交
上
の

機
密
を
洩
ら
そ
う
と
し
て
結
局
取
り
や
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
　
そ
れ
は

「
招
か
れ
ざ
る
者
が
何
人
か
も
ぐ
り
こ
ん
で
い
る
」
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
す
で
に
前
節
で
兇
た
よ
う
に
、
課
税
協
賛
そ
の
他
の
諸
権
能
を
保
有
す
る

の
は
も
と
も
と
州
議
会
で
あ
っ
て
、
全
霊
議
会
自
体
は
な
ん
ら
固
有
の
権
限

を
も
た
な
い
。
全
国
議
会
は
、
州
議
会
が
派
遣
す
る
使
節
の
集
会
以
上
の
も

の
で
は
あ
り
え
な
い
。
換
雷
す
れ
ば
議
会
と
か
制
度
と
か
の
名
に
値
す
る
の

は
州
議
会
で
あ
っ
て
、
全
国
議
会
は
い
わ
ば
諸
議
会
な
い
し
諸
制
度
の
集
合

　
　
　
　
　
⑰

体
な
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
む
し
ろ
、
　
ボ
ー
ダ
…
ル
国
・
切
窪
山
9
簿
の
表

現
を
借
り
れ
ば
、
　
「
い
く
つ
か
の
州
議
会
の
単
な
る
並
列
」
　
琶
㊦
ω
ぎ
覧
①

甘
碁
巷
。
。
・
三
8
畠
①
ω
い
富
け
ω
α
①
ω
a
＜
巽
ω
①
ω
鷲
浮
。
首
ρ
o
誌
ω
に
す
ぎ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
え
て
現
代
世
界
に
比
喩
を
求
め
る
な
ら
ば
、
全
国
議

会
と
各
州
議
会
と
の
関
係
は
国
連
総
会
と
各
魑
政
府
と
の
そ
れ
に
近
い
と
い

っ
て
よ
か
ろ
う
。
州
議
会
は
み
ず
か
ら
の
主
体
性
を
あ
く
ま
で
も
固
執
す
る
。

そ
れ
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
統
一
性
よ
り
も
州
の
独
自
性
を
優
先
さ
せ
、
州

議
会
を
牛
耳
る
都
市
貴
族
層
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
全
体
の
経
済
的
安
定
・
繁

栄
よ
り
も
地
方
的
・
排
他
的
な
利
欲
を
優
先
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

な
州
権
主
義
勺
貧
甑
。
巳
碧
ジ
診
①
が
、
全
国
議
会
代
議
員
の
権
限
を
命
令
約
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委
任
の
限
界
内
に
と
ど
め
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
数
決
原
理
の
適
用

の
前
提
を
否
定
し
去
り
、
外
か
ら
の
一
切
の
強
制
・
拘
束
を
免
れ
よ
う
と
の

方
向
を
追
求
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
多
数
決
原
理
の
否
定
こ
そ
州
権
主
義

の
最
大
の
武
器
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
州
権
主
義
を
基
調
と
す
る
州
議
会
が
糊
つ
ど
っ
て
全
国
議
会
を
構
成
す
る
。

全
国
議
会
は
い
わ
ば
州
権
主
義
の
集
合
体
9
σ
q
欲
σ
q
暮
の
焦
霧
℃
鴛
げ
8
鼠
ρ
層
す

⑳同
⇒
①
の
で
あ
る
。
そ
の
特
異
性
は
、
も
と
も
と
ブ
ル
ゴ
…
ニ
ュ
・
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
領
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
国
家
的
構
成
そ
の
も
の
の
特
殊
性
の
反
映
に
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

な
ら
な
い
。
通
常
の
叙
述
で
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
君
主
と
い
っ
た
蓑
現
を
用
い

る
こ
と
は
便
宜
上
許
さ
れ
て
よ
い
。
し
か
し
厳
密
に
は
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

君
主
な
ど
ど
こ
に
も
実
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
に
し
ろ
シ

ャ
ル
ル
豪
胆
に
し
ろ
、
彼
ら
は
公
式
に
は
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
で
あ
り
、
フ
ラ
ン

ド
ル
伯
で
あ
り
、
ホ
ラ
ソ
ト
伯
で
あ
り
、
メ
ヘ
レ
ン
領
主
等
々
で
あ
る
。
カ

ー
ル
五
玉
に
し
て
も
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
に
し
て
も
、
以
上
の
資
格
に
加
う
る
に

ヘ
ル
デ
ル
公
で
あ
り
、
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
領
主
で
あ
り
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
領
主

等
々
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
一
七
州
と
は
本
来
そ
う
い
う
封
建
的
称
号
が
一

七
を
数
え
た
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
る
。
各
州
（
領
邦
）
は
中
世
以
来
そ
れ

ぞ
れ
独
自
の
歴
史
を
経
験
し
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
法
制
を
発
展
さ
せ
、
さ
ま

ざ
ま
の
伝
統
的
諸
特
権
を
享
有
し
て
き
た
。
な
る
ほ
ど
い
ま
や
各
州
の
統
治

権
が
単
一
の
人
格
な
い
し
王
朝
に
集
中
さ
れ
、
し
か
も
そ
う
し
た
人
格
的
統

一
を
実
質
的
統
一
に
高
め
る
べ
く
、
す
べ
て
の
州
に
共
通
の
諸
制
度
も
し
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
に
開
設
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
全
圏
議
会
の
召
集
も
そ
う
し
た
努
力

の
現
わ
れ
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
各
州
議
会
の
代
議
員
が
参
集
し
、
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

通
の
君
主
か
ら
共
通
の
提
案
・
要
求
を
受
け
取
っ
た
。
一
見
、
ネ
ー
デ
ル
ラ

ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

ン
ド
の
藩
主
と
ネ
；
デ
ル
ラ
ン
ド
の
代
議
員
と
が
相
折
衝
し
て
い
る
か
の
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
外
見
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
実
質
的
に
は
、
た

と
え
ば
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
と
し
て
の
カ
ー
ル
が
ブ
ラ
バ
ン
ト
州
議
会
と
、
フ
ラ

ン
ド
ル
伯
と
し
て
の
カ
ー
ル
が
フ
ラ
ン
ド
ル
州
議
会
と
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
領
主

と
し
て
の
カ
ー
ル
が
ユ
ト
レ
ヒ
ト
州
議
会
と
等
々
、
交
渉
を
も
っ
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
。

．
以
上
の
全
国
議
会
の
本
質
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
召
集
が
慣
例
化
し
た
の
ち

で
も
、
政
府
が
昔
な
が
ら
に
欄
々
の
州
議
会
と
の
直
接
の
関
係
を
維
持
し
つ

づ
け
た
こ
と
は
怪
し
む
に
た
り
な
い
。
特
定
の
州
だ
け
に
関
係
の
あ
る
案
件

の
場
合
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
全
国
議
会
の
召
集
が
政
府
に
と
っ
て
不
首

尾
に
終
わ
っ
た
場
合
に
も
、
個
々
の
州
議
会
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
を

飛
び
越
し
て
個
々
の
都
市
に
対
し
て
さ
え
、
御
用
金
の
協
賛
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
っ
た
。

　
君
主
が
あ
え
て
全
国
議
会
を
召
集
し
た
の
は
、
一
般
に
そ
れ
が
州
議
会
と

の
政
治
折
衝
を
簡
便
な
ら
し
め
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
君
主
あ
る

い
は
執
政
が
個
々
の
州
議
会
に
お
も
む
い
て
幾
度
も
同
一
の
越
旨
を
説
明
す
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る
手
数
が
、
そ
れ
だ
け
省
け
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
さ
き
に
述
べ
た
α
し

か
し
理
由
は
ほ
か
に
も
あ
っ
た
。
有
力
な
州
が
政
府
提
案
に
賛
成
で
あ
る
場

合
、
そ
れ
が
他
の
諸
州
に
1
代
議
員
を
通
じ
て
1
影
響
を
与
え
、
政
府

に
有
利
な
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
弱
小
諸
州
の

代
議
員
が
ブ
ラ
バ
ン
ト
や
フ
ラ
ン
ド
ル
の
指
導
に
従
い
共
同
歩
調
を
と
る
よ

う
訓
令
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
た
だ
し

逆
の
場
合
が
む
ろ
ん
あ
り
え
た
。
む
し
ろ
し
ば
し
ば
有
力
州
が
政
府
提
案
に

対
し
て
強
力
に
反
対
の
意
向
を
示
す
こ
と
が
あ
り
、
そ
う
い
う
場
合
に
は
弱

小
豊
州
の
賛
成
の
声
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
、
全
体
と
し
て
政
府
に
不
利
な
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

果
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
全
国
議
会
に
お
い
て
、
相
互
に
影
響

を
与
え
う
る
よ
う
な
各
州
代
議
員
間
の
接
触
・
協
議
（
と
き
に
は
合
同
会
議
）

を
認
め
る
か
、
そ
う
い
う
横
の
連
絡
を
避
け
て
も
っ
ぱ
ら
齎
主
・
代
議
員
間

の
縦
の
交
渉
だ
け
に
限
る
か
は
、
一
つ
の
重
大
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
政

府
の
全
国
議
会
に
対
す
る
、
逆
に
全
国
議
会
を
構
成
す
る
州
議
会
の
政
府
に

対
す
る
、
政
治
上
の
駆
け
引
き
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
原
則
の
問
題
で
は
な
く

て
政
治
清
況
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
い
わ
ば
戦
術
上
の
聞
題
で
あ
り
、
具
体
的

に
は
全
国
議
会
の
召
集
に
先
立
っ
て
各
州
議
会
の
意
向
を
ど
の
よ
う
に
予
測

す
る
か
に
か
か
る
問
題
で
あ
る
。
政
府
は
情
況
に
応
じ
て
代
議
員
の
横
の
連

絡
を
、
あ
る
い
は
促
し
あ
る
い
は
禁
止
し
た
。
た
と
え
ば
一
四
七
三
年
、
シ

ャ
ル
ル
豪
胆
は
各
州
の
代
議
員
が
根
互
に
協
議
す
る
こ
と
な
ぐ
「
個
々
別
々

に
回
答
と
同
意
を
寄
せ
る
」
よ
う
要
請
し
、
逆
に
一
五
五
七
－
一
五
五
八
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

フ
ェ
リ
ペ
ニ
漫
は
全
代
議
員
の
合
同
会
議
を
許
容
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
政
府
は
、
全
国
議
会
が
政
府
に
有
利
な
結
論
を
、
し
か

も
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
出
す
こ
と
を
期
待
す
惹
。
そ
の
た
め
に
は
多
数
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

方
式
を
採
用
す
る
こ
と
、
そ
の
前
提
と
し
て
代
議
員
が
州
議
会
か
ら
全
権
を

委
任
さ
れ
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
。
し
か
し
そ
の
実
現
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ド
諸
州
の
伝
統
的
法
制
の
基
本
原
理
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
が
強
い
。
一
般
に

諸
職
の
特
権
や
議
会
の
慣
行
に
対
し
て
歴
代
の
君
主
が
挑
戦
的
な
態
度
を
な

る
べ
く
慎
し
ん
だ
こ
と
が
、
こ
の
時
代
の
ネ
…
デ
ル
ラ
ン
ド
政
治
史
の
特
徴

の
一
つ
で
あ
る
。
全
国
議
会
の
議
決
方
式
な
い
し
代
議
員
の
権
限
間
題
に
関

し
て
政
府
が
い
か
に
慎
重
に
対
処
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
は
、
次
の
事
実

が
明
瞭
に
物
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
五
一
四
年
ご
一
月
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

で
の
全
国
議
会
に
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
か
ら
多
額
の
御
用
金
の
要
求
が
出
さ
れ

た
。
少
年
力
…
ル
の
親
政
を
待
望
す
る
こ
と
久
し
か
っ
た
各
州
代
議
員
た
ち

は
、
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
提
案
に
基
き
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
後
見
権
解
除
を
条

件
に
一
〇
万
フ
ロ
リ
ン
に
限
っ
て
御
用
金
の
供
与
を
承
認
し
た
。
と
こ
ろ
が

こ
の
承
認
が
通
例
の
各
州
議
会
へ
の
照
会
を
ぬ
き
に
し
て
行
な
わ
れ
た
た
め
、

エ
ノ
ー
州
の
モ
ソ
ス
市
当
局
は
そ
れ
が
先
例
に
も
と
る
と
し
て
抗
議
し
、
そ

う
い
う
決
定
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
政
府
側
は
説
得
と
威
嚇
を

重
ね
て
か
ろ
う
じ
て
モ
ン
ス
と
の
妥
協
を
取
り
つ
け
た
。
し
か
し
そ
の
際
政
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府
は
、
モ
ン
ス
も
他
の
忠
順
な
諸
都
市
同
様
に
全
国
議
会
の
決
定
を
受
諾
し

て
御
用
金
を
分
担
す
べ
き
で
あ
る
と
は
論
じ
た
が
、
議
会
の
決
定
が
無
条
件

に
一
1
代
議
員
が
全
権
を
委
任
さ
れ
て
い
な
く
と
も
一
拘
馬
力
を
も
つ
と

は
一
度
た
り
と
も
主
張
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
原
理
的
論
点
は
慎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

重
に
回
避
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
へ

　
全
國
議
会
の
召
集
に
当
た
っ
て
看
主
が
全
権
代
議
員
の
派
遣
を
各
州
議
会

に
要
請
し
た
明
白
な
事
例
が
、
少
な
く
と
も
一
度
あ
っ
た
。
一
五
五
七
－
一

五
五
八
年
の
全
国
議
会
が
そ
れ
で
あ
る
。
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
は
一
五
五
七
年
八

月
、
ま
ず
ヴ
ァ
ラ
ソ
シ
エ
ン
ヌ
に
全
国
議
会
を
召
集
し
、
次
回
の
集
会
に
は

破
産
に
瀕
し
た
公
財
政
の
再
建
策
を
討
議
す
る
た
め
、
各
州
が
全
権
を
帯
び

た
代
議
員
を
派
遣
す
る
よ
う
要
求
し
た
。
し
か
し
同
年
一
一
月
、
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
に
参
集
し
た
代
議
員
の
な
か
に
は
だ
れ
ひ
と
り
と
し
て
全
権
を
委
任
さ

れ
た
者
は
い
な
か
っ
た
。
明
ら
か
に
各
州
議
会
は
政
府
の
思
惑
に
不
信
の
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
全
代
議
員
の
合
同
会
議
が
認
め
ら
れ
、
九

年
間
継
続
で
年
額
八
○
万
フ
ロ
リ
ン
の
御
用
金
が
よ
う
や
く
承
認
さ
れ
た
こ

と
は
す
で
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。

　
た
だ
し
ち
な
み
に
、
州
議
会
の
次
元
で
は
多
数
決
方
式
を
押
し
つ
け
よ
う

と
す
る
政
府
の
試
み
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
と
き
に
は
そ
れ
が
騒
乱
の
原
因

と
も
な
っ
た
。
む
ろ
ん
州
議
会
に
お
い
て
は
、
議
決
は
三
身
分
の
一
致
に
よ

る
の
が
原
則
で
あ
る
（
い
わ
ゆ
る
《
∪
窪
目
助
叶
簿
ρ
℃
器
q
、
ゆ
叶
暮
ω
》
の
原

則
）
。
一
都
市
と
い
え
ど
も
議
決
に
不
賛
成
な
ら
ば
、
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
な
い

の
が
む
し
ろ
慣
行
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
政
府
は
ー
カ
ス
テ
ィ
リ
ャ
の
コ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

テ
ス
に
対
す
る
カ
ー
ル
五
寸
の
威
嚇
・
挑
戦
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
一

と
き
に
以
上
の
原
則
・
慣
行
に
異
議
を
挾
ん
だ
。
二
身
分
だ
け
の
議
決
で
十

分
で
あ
り
、
聖
職
者
・
貴
族
の
議
決
が
第
三
身
分
を
拘
束
し
う
る
、
ま
し
て

一
都
市
の
反
対
は
論
外
で
あ
る
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
五
二

入
鮎
ヰ
、
執
政
マ
ル
ガ
レ
ー
タ
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
・
ル
ー
ヴ
ァ
ン
両
市
の
反
対

に
も
か
か
わ
ら
ず
ブ
ラ
バ
ン
ト
へ
の
課
税
を
強
行
し
、
ま
た
一
五
三
七
年
、

執
政
マ
リ
ア
は
ガ
ソ
の
反
対
を
押
し
て
フ
ラ
ン
ド
ル
に
御
用
金
を
課
し
た
。

ガ
ソ
の
強
硬
な
御
用
金
負
担
拒
否
こ
そ
一
五
三
九
年
を
頂
点
と
す
る
血
な
ま

ぐ
さ
い
騒
乱
の
原
因
で
あ
り
、
そ
の
結
果
ガ
ソ
は
徹
底
的
な
弾
圧
に
さ
ら
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
木
稿
が
対
象
と
す
る
時
代
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
政
治
は
、
君
主
の
国
家

統
一
へ
の
志
向
と
そ
れ
に
逆
ら
う
州
権
主
義
と
の
相
克
の
な
か
で
展
開
さ
れ

た
。
そ
れ
は
い
わ
ば
集
権
・
州
権
の
二
つ
の
焦
点
を
も
つ
楕
円
形
の
構
造
を

な
し
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
求
心
・
遠
心
の
二
つ
の
ベ
ク
ト
ル
が
作
用
し
あ
う

力
学
の
場
が
形
成
さ
れ
た
ゆ
そ
れ
は
一
つ
に
は
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け

る
州
権
主
義
が
並
は
ず
れ
て
強
靱
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
な
ど
の
非
家
蕩
尽
州
が
終
始
全
国
的
御
用
金
の
協
聲
を
拒
み
、
個
々
の
州
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議
会
の
単
独
協
賛
方
式
を
固
執
し
て
全
国
議
会
へ
の
参
加
を
忌
避
す
る
態
度

を
と
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
さ
き
に
述
べ
た
が
、
鋳
貨
問
題
に
お
い
て
も
フ

ラ
ン
ド
ル
や
ブ
ラ
バ
ン
ト
が
全
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
に
共
通
な
統
一
貨
幣
の
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

通
を
阻
害
す
る
動
き
を
し
ば
し
ば
示
し
た
こ
と
、
ま
た
ブ
ラ
バ
ン
ト
・
フ
ラ

ン
ド
ル
両
州
が
全
国
議
会
で
の
上
席
権
・
代
表
発
言
権
を
め
ぐ
っ
て
執
拗
な

論
争
を
展
開
し
た
こ
と
な
ど
、
い
ず
れ
も
偏
狭
な
州
権
主
義
の
端
的
な
現
わ

れ
、
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
い
ま
一
つ
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
君
主
権
（
厳
密
に
は
諸
粟
窪
君

主
権
の
集
積
）
そ
れ
自
体
の
特
殊
性
、
そ
の
君
主
権
が
追
求
し
た
集
権
・
統

一
そ
の
も
の
の
特
殊
性
を
も
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
家

に
せ
よ
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
に
と
っ
て

外
来
の
王
朝
で
あ
る
。
両
王
朝
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に

と
っ
て
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
は
そ
の
広
大
な
所
領
の
一
部
で
あ
る
に
す
ぎ
な

い
。
外
来
王
朝
は
と
も
に
、
し
ば
し
ば
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
利
害
と
無
縁
な

外
交
政
策
を
展
開
し
、
し
か
も
そ
の
財
政
的
負
損
の
多
く
を
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ド
に
求
め
た
。
こ
う
し
た
非
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
的
外
来
王
朝
が
強
行
す
る
集

権
・
統
一
政
策
に
直
面
し
て
、
さ
な
き
だ
に
強
靱
な
州
権
主
義
の
遠
心
力
が

そ
の
加
速
度
を
い
よ
い
よ
強
め
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
全
国
議
会
一
実
質

上
は
そ
こ
に
結
集
し
た
各
州
議
会
一
と
君
主
権
と
の
関
係
は
、
こ
う
し
て

原
理
的
に
も
現
実
的
に
も
鋭
い
対
抗
の
姿
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
一
四
七

七
年
の
大
特
権
お
よ
び
一
四
八
八
年
の
諸
州
同
盟
が
、
そ
う
し
え
対
抗
の
革

命
的
頂
点
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。

君
主
の
御
用
金
要
講
に
対
し
て
も
全
国
議
会
は
幾
度
か
反
抗
の
姿
勢
を
示
し
、

と
き
に
は
そ
れ
相
当
の
代
償
条
件
を
、
と
き
に
は
負
女
親
自
体
の
軽
減
を
か

ち
と
り
、
と
き
に
は
頭
か
ら
拒
否
の
回
答
を
寄
せ
た
。
シ
ャ
ル
ル
豪
胆
が
要

求
し
た
御
用
金
の
金
額
・
期
間
を
値
切
っ
た
こ
と
（
一
四
七
三
）
、
御
用
金
承

認
の
条
件
と
し
て
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
引
退
を
求
め
た
こ
と
（
一
五
一
四
）
、

ま
た
承
認
し
た
御
用
金
の
徴
攻
・
支
出
に
つ
い
て
の
管
理
権
を
フ
ェ
リ
ペ
ニ

世
か
ら
か
ち
え
た
こ
と
（
一
五
五
八
）
、
以
上
に
つ
い
に
は
す
で
に
触
れ
た
。

こ
こ
で
は
一
層
特
徴
的
な
事
例
を
若
干
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　
一
四
七
六
年
四
－
五
月
の
全
国
議
会
（
ガ
ン
）
は
、
シ
ャ
ル
ル
豪
胆
に
と
っ

て
完
全
な
失
敗
で
あ
っ
た
。
御
用
金
の
要
請
が
全
面
的
な
拒
否
に
遇
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
代
議
員
た
ち
は
政
府
の
圧
力
に
屈
せ
ず
州
議
会
の
訓
令
を
固
執

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヤ
ソ
ス
リ
エ

し
、
酒
を
飲
む
園
数
も
訓
令
で
決
め
ら
れ
て
い
る
の
か
と
の
大
法
富
ギ
ヨ
ー

ム
琵
ユ
ゴ
ネ
Q
・
頃
目
σ
q
9
δ
け
の
皮
肉
は
、
　
彼
ら
の
怒
り
を
買
っ
た
だ
け
で

　
　
＠

あ
っ
た
。
ま
た
執
政
マ
ル
ガ
レ
ー
タ
は
一
五
〇
七
年
に
提
案
し
た
一
フ
ロ
リ

ン
の
戸
別
税
が
拒
否
さ
れ
た
た
め
、
翌
年
あ
ら
た
め
て
対
ヘ
ル
デ
ル
戦
争
の

た
め
の
御
用
金
を
要
請
し
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
拒
否
の
憂
き
羅
を
見
た
。
全

国
議
会
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
対
ヘ
ル
デ
ル
問
題
は
「
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
家
の
全

所
領
に
で
は
な
く
て
ブ
ラ
バ
ソ
ト
一
州
だ
け
に
関
係
の
あ
る
特
殊
な
問
題
で

138 （720）
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㊥

あ
る
」
か
ら
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
五
三
四
年
、
き
わ
め
て
重
大
な
提
案
が

政
府
か
ら
出
さ
れ
た
。
楽
照
皇
帝
カ
ー
ル
の
外
交
政
策
が
全
般
的
に
著
し
い

困
難
に
逢
着
し
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
で
は
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ス
の
軍
事
的
脅

威
が
危
機
的
情
況
を
醸
成
し
て
い
た
。
同
年
七
月
、
執
政
マ
リ
ア
は
全
国
議

会
を
メ
ヘ
レ
ソ
に
召
集
し
、
国
土
防
衛
の
た
め
に
諸
鐙
が
相
互
援
助
同
盟
を

結
ぶ
よ
う
勧
告
す
る
と
と
も
に
、
国
境
に
配
置
さ
れ
る
べ
き
兵
力
（
歩
兵
二

千
と
騎
兵
一
千
）
を
常
備
す
る
た
め
の
御
用
金
を
要
求
し
た
。
し
か
し
九
月

に
寄
せ
ら
れ
た
圓
啓
は
拒
否
で
あ
っ
た
。
常
備
軍
の
維
持
と
そ
れ
に
伴
う
課

税
の
通
常
化
が
議
会
特
権
の
侵
害
を
意
味
す
6
こ
と
が
、
な
に
よ
り
も
警
戒

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
ホ
ラ
ン
ト
の
代
議
員
は
商
業
上
の
動
機
か
ら
も

一
他
州
と
の
同
盟
が
這
出
の
商
業
活
動
の
自
由
を
拘
束
し
か
ね
な
い
と
し

て
i
異
議
を
申
し
立
て
、
ま
た
妾
集
会
に
参
加
し
て
い
な
い
諸
等
（
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
・
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
・
オ
ー
フ
ェ
ル
ア
イ
セ
ル
な
ど
）
は
国
土

防
衛
上
む
し
ろ
枢
要
な
地
理
的
野
里
に
あ
り
、
て
れ
ら
諸
州
を
除
外
し
て
は

同
盟
も
意
味
を
な
さ
ず
、
さ
れ
ば
と
て
そ
の
同
意
な
し
に
同
盟
へ
の
加
入
を

強
制
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
か
と
の
、
議
会
の
構
成
・
運
営
の
原
則

に
か
か
わ
る
問
題
も
提
起
さ
れ
た
。
マ
リ
ア
は
説
得
に
つ
と
め
、
志
州
の
連

帯
感
に
訴
え
た
。
し
か
し
効
果
は
な
か
っ
た
。
一
五
三
五
年
七
月
、
再
召
集

さ
れ
た
全
国
議
会
は
あ
ら
た
め
て
政
府
提
案
を
駿
碧
し
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ

ン
ド
ル
の
代
議
員
は
い
み
じ
く
も
主
張
し
た
。
　
「
も
し
提
案
を
受
け
入
れ
る

　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

な
ら
ば
、
疑
い
も
な
く
わ
れ
わ
れ
は
二
度
と
召
集
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
フ
ラ

ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ

ン
ス
流
－
・
N
事
が
運
ば
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
。
」
　
問
題
の
核
心
は
や
は
り
絶
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

主
義
化
へ
の
危
惧
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
全
国
議
会
の
歴
史
を
貫
く
州
権
主
義
の
異
常
な
根
強
さ
、
君

主
の
集
権
・
統
一
政
策
に
対
抗
す
る
州
権
主
義
の
遠
心
性
、
そ
れ
は
た
し
か

に
ま
ち
が
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
に
し
て
も
、
果
た
し
て
全
国
議
会
は
い
か

な
る
集
権
・
統
一
政
策
に
も
無
条
件
に
反
対
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
外
来
王

朝
の
支
配
下
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
渠
た
し
て
全
国
議
会
は
政
治
的
集
中
・

国
家
的
統
一
に
積
極
的
な
関
心
を
全
く
払
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
む

し
ろ
全
国
議
会
は
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
国
家
意
識
の
成
長
に
｝
定

の
役
割
を
果
た
し
た
と
い
わ
れ
る
。
全
国
議
会
に
参
集
し
た
代
議
員
た
ち
は
、

共
通
の
網
主
あ
る
い
は
執
政
を
鼠
の
あ
た
り
に
し
、
し
か
も
多
少
と
も
相
互

の
接
触
を
も
っ
て
諸
州
の
利
害
の
共
通
性
を
肌
身
で
感
じ
取
っ
た
に
ち
が
い

な
い
。
こ
う
し
て
州
を
超
え
た
国
家
へ
の
帰
属
意
識
が
、
代
議
員
つ
ま
り
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

州
の
指
導
階
層
の
な
か
に
芽
生
え
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
は
だ
れ
も
否
定

し
は
し
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
史
家
は
や
は
り
州
権
主
義
の
遠

心
性
に
力
点
を
置
き
、
君
主
と
全
国
議
会
の
関
係
を
ほ
と
ん
ど
も
っ
ぱ
ら
求

心
・
遠
心
の
力
関
係
と
し
て
と
ら
え
る
。

　
ジ
リ
サ
ン
は
そ
れ
に
異
議
を
唱
え
る
。
彼
は
、
一
四
八
八
年
の
諸
州
同
盟

条
約
の
規
定
に
よ
り
全
国
議
会
が
「
地
域
的
諸
特
権
に
つ
い
て
の
一
種
の
控

ユ39 （721）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

訴
法
廷
」
に
化
し
た
と
い
う
ピ
レ
ソ
ヌ
の
見
解
に
も
反
論
を
加
え
て
い
る
が
、

全
国
議
会
が
一
再
な
ら
ず
ネ
…
デ
ル
ラ
ン
ド
の
政
治
的
統
一
に
積
極
的
に
関

与
し
た
こ
と
も
あ
る
と
し
て
、
と
く
に
挙
げ
る
の
が
一
四
七
七
年
・
一
五
三

一
年
・
一
五
四
八
－
一
五
四
九
年
の
事
例
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
一
四
七

七
年
の
大
特
権
を
州
権
主
義
の
顕
現
と
み
な
す
通
説
は
誤
り
で
あ
る
。
な
る

　
　
　
　
　
　
　
パ
ル
ル
マ
　
ソ

ほ
ど
メ
ヘ
レ
ン
の
高
等
法
院
は
廃
止
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
王

権
へ
の
外
交
的
配
慮
か
ら
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
君
主
の
集
権
政
策
へ

の
攻
撃
で
は
な
い
。
メ
ヘ
レ
ン
の
高
等
法
院
の
権
限
と
機
能
は
、
大
特
権
が

そ
の
存
続
を
認
め
た
と
こ
ろ
の
大
会
議
O
屋
巳
O
§
ω
Φ
自
（
○
域
O
什
①
　
H
内
㊤
騨
α
）

に
よ
り
受
け
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。
次
に
一
五
三
一
年
の
諸
法
令
（
穀
物
取

引
制
限
法
・
異
端
取
締
法
そ
の
他
）
は
、
三
つ
の
並
設
会
議
、
0
0
塁
2
ω
o
O
＝
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

蒜
H
鍔
拷
（
O
O
｝
｝
ρ
叶
O
H
騨
一
①
壇
ρ
伍
Φ
踏
）
の
設
置
を
定
め
た
法
令
も
含
め
て
、
い
ず
れ

も
全
国
議
会
に
諮
問
し
そ
の
同
意
を
得
た
う
え
で
発
布
さ
れ
た
。
つ
ま
り
全

国
議
会
は
中
央
政
治
機
構
の
整
備
、
金
ネ
…
デ
ル
ラ
ン
ド
共
通
の
立
法
に
大

き
な
貢
献
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
一
五
四
八
年
の
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル

ク
協
約
は
全
国
議
会
で
批
准
さ
れ
、
翌
年
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ー
ー
サ
ン
ク

シ
ョ
ソ
も
全
国
議
会
の
審
議
と
同
意
を
経
て
発
布
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
全
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

議
会
は
君
主
に
よ
る
ネ
…
デ
ル
ラ
ン
ド
一
体
化
政
策
に
協
力
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
ジ
リ
サ
ン
の
所
説
は
、
私
見
で
は
説
得
性
が
乏
し
い
よ
う
1
7
幅
思
わ

れ
る
。
ま
ず
一
五
三
一
年
と
一
五
四
八
－
一
五
四
九
年
の
事
例
に
つ
い
て
い

え
ば
、
法
案
が
あ
ら
か
じ
め
提
示
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
全

国
議
会
の
同
意
が
純
粋
に
自
発
約
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
の
保
証
に
な
ら
ず
、

ま
た
「
和
合
と
親
善
を
旨
と
し
て
」
と
い
う
よ
う
な
公
文
書
の
表
現
も
、
文

字
通
り
に
了
解
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
現
実
に

は
強
制
・
威
嚇
・
慰
撫
な
ど
の
手
段
が
と
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
と
、
疑
え

ば
疑
い
う
る
。
ま
し
て
法
案
の
内
容
が
州
権
主
義
に
直
接
抵
触
す
る
の
で
な

け
れ
ば
、
お
そ
ら
く
全
国
議
会
と
し
て
も
あ
え
て
拒
否
す
る
理
由
が
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
次
に
一
四
七
七
年
と
一
四
八
八
年
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
大

特
権
・
同
盟
条
約
と
も
に
死
文
に
終
わ
っ
た
う
え
に
い
ず
れ
も
内
容
が
漠
然

と
し
て
い
て
異
説
の
余
地
が
あ
る
に
し
て
も
、
州
権
主
義
の
優
越
を
主
張
す

る
通
説
を
破
る
に
は
ジ
リ
サ
ソ
の
論
拠
は
薄
弱
で
あ
る
。
彼
は
こ
と
に
大
特

権
に
よ
っ
て
も
廃
止
さ
れ
な
か
っ
た
大
会
議
を
重
視
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

こ
の
大
会
議
は
む
し
ろ
州
権
主
義
に
則
し
て
再
構
成
さ
れ
、
そ
の
権
限
も
縮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

小
さ
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
全
国
議
会
が
君
主
の
政
策
に
協
調
的
で
あ
っ
た
時
期
、
い
わ
ば
全
国
議
会

と
君
主
の
蜜
月
を
し
い
て
求
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
端
麗
の

親
政
期
、
そ
れ
も
彼
が
ス
ペ
イ
ン
王
女
フ
ァ
ナ
冒
窪
9
と
結
婚
す
る
ま
で

の
数
年
間
に
限
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
も
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
整
磁
マ

ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
王
朝
的
・
非
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
的
政
策
を
排
し
て
、
い
わ

ば
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
君
主
権
の
土
着
化
に
つ
と
め
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
ブ

140 （722＞



一五・一一六世紀のネーデルランド全国議会について（川口）

ル
ゴ
ー
二
5
公
領
の
奪
回
を
断
念
し
て
フ
ラ
ン
ス
と
和
を
結
び
、
ま
た
ヘ
ル

デ
ル
公
と
の
戦
争
の
停
止
を
希
望
し
た
。
一
四
九
八
年
＝
一
月
、
彼
は
全
国

議
会
に
対
仏
講
和
を
通
告
す
る
と
と
も
に
、
対
ヘ
ル
デ
ル
戦
続
行
の
可
否
に

つ
い
て
の
見
解
を
求
め
た
が
、
そ
れ
は
父
帝
の
た
っ
て
の
要
望
に
従
っ
た
ま

で
の
こ
と
で
、
彼
自
身
は
議
会
の
否
定
的
回
答
を
む
し
ろ
期
待
し
て
い
た
と

　
　
　
⑳

い
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
短
い
蜜
月
さ
え
、
全
国
議
会
と
君
主
の
対
抗
の

歴
史
の
上
で
は
一
つ
の
例
外
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
州
権
主
義
は
、
君
主
の
集
権
・
統
一
政
策
に
同
調
す
る
こ
と
が

な
く
と
も
、
諸
州
間
の
協
同
・
連
帯
を
必
ず
し
も
拒
否
し
は
し
な
い
。
と
き

に
は
む
し
ろ
協
同
を
必
要
と
し
、
連
帯
を
促
進
し
た
。
そ
れ
は
と
り
わ
け
君

主
権
に
敵
対
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
危
機
の
時
点
に
お
い
て
で
あ
る
。
中
央

政
府
へ
の
抵
抗
、
こ
の
一
点
で
諸
州
の
利
害
が
一
致
す
る
か
ぎ
り
、
州
権
主

義
は
か
え
っ
て
協
同
・
運
帯
の
土
台
と
な
り
う
る
。
い
わ
ば
州
権
主
義
の
、

州
権
主
義
に
よ
る
、
州
権
主
義
の
た
め
の
協
同
・
連
帯
が
こ
の
よ
う
に
し
て

生
ま
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
遠
心
的
民
力
が
一
つ
の
合
力
を
作
り
出
す
。
一

四
七
七
年
お
よ
び
一
四
八
八
年
の
一
種
の
議
会
革
命
は
も
と
よ
り
、
一
般
に

全
国
議
会
に
よ
る
政
府
提
案
の
拒
否
は
、
こ
う
し
た
合
力
の
所
産
で
あ
っ
た
。

ま
さ
し
く
全
国
議
会
は
「
君
主
の
中
央
権
力
に
対
抗
す
る
州
権
主
義
の
同
盟
」

β
づ
①
巴
嵩
ρ
づ
8
α
o
ω
や
鴛
臨
。
¢
冨
ユ
い
日
①
ω
8
纂
誘
冨
唱
。
β
ぐ
。
跨
8
簿
同
巴

　
　
　
　
　
　
＠

“
燭
ω
o
蝦
く
φ
蓋
置
で
あ
り
、
　
「
反
抗
の
潜
在
的
中
心
」
　
o
窪
燈
。
富
葬
冨
£

§
葺
一
撃
§
。
ω
為
と
な
り
え
た
の
で
あ
る
・
だ
蓬
心
力
は
い

か
よ
う
に
合
成
さ
れ
よ
ヶ
と
も
、
求
心
力
に
転
換
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

い
っ
た
ん
危
機
が
去
る
と
、
合
力
は
分
解
し
、
連
帯
は
雲
散
霧
消
す
る
。
全

国
議
会
が
一
四
七
七
年
・
一
四
八
八
年
の
達
成
を
護
持
し
え
な
か
っ
た
の
は

そ
の
ゆ
え
で
あ
り
、
一
般
に
全
国
議
会
が
そ
の
機
能
を
系
統
的
に
強
化
発
展

さ
せ
え
な
か
っ
た
の
も
そ
の
ゆ
え
で
あ
る
。
要
す
る
に
州
権
主
義
の
志
向
は

ア
ソ
ビ
ヴ
ア
レ
ソ
ト

両
面
価
値
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
も
と
も
と
笠
島
性
を
本
質
と
し
、
排
他
的

な
遠
心
力
と
し
て
作
用
す
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
反
面
、
危
機
的
煮
凝
に
際
し

て
は
合
力
（
連
帯
）
を
生
み
出
し
て
み
ず
か
ら
を
革
命
的
志
向
に
転
化
さ
せ
、

中
央
権
力
に
対
し
て
果
敢
な
抵
抗
を
い
ど
む
。
き
た
る
べ
き
独
立
革
命
も
ま

た
、
少
な
く
と
も
そ
の
重
要
な
側
面
は
こ
う
し
た
伝
統
的
州
権
主
義
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

て
荷
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

五
　
お
わ
り
に
一
革
命
的
議
会
へ
の
序
曲
一

　
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
を
去
る
に
先
立
っ
て
、
　
一
五
五
九
年

八
月
、
ガ
ソ
に
全
国
議
会
を
召
集
し
、
異
端
撲
滅
へ
の
協
力
を
要
請
す
る
と

と
も
に
御
用
金
を
新
た
に
要
求
し
た
。
し
か
し
議
会
の
反
応
は
厳
し
か
っ
た
。

土
着
の
有
力
貴
族
に
国
政
上
の
重
要
な
地
位
が
割
り
振
ら
れ
る
べ
き
こ
と
、

な
お
当
地
に
駐
留
す
る
ス
ペ
イ
ン
軍
を
撤
収
す
べ
き
こ
と
、
こ
の
二
点
が
全

姻
議
会
に
よ
っ
て
力
説
さ
れ
、
と
り
わ
付
ス
ペ
イ
ン
軍
の
撤
収
は
御
用
金
承
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認
の
前
提
条
件
と
し
て
強
く
要
望
さ
れ
た
。
フ
ェ
リ
ペ
の
不
安
と
警
戒
心
は
、

オ
ラ
ニ
エ
公
・
エ
グ
モ
ン
ト
伯
図
α
q
諺
9
融
・
ホ
ー
ル
ネ
伯
頃
o
o
ヨ
。
ら
有

力
貴
族
が
全
国
議
会
と
気
脈
を
通
じ
て
い
る
可
能
性
が
察
知
さ
れ
た
が
ゆ
え

に
い
よ
い
よ
強
ま
っ
た
け
れ
ど
も
、
彼
と
し
て
は
こ
の
際
全
国
議
会
の
要
望

を
受
け
入
れ
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
や
が
て
彼
は
ミ
ッ
デ
ル
ブ
ル
フ
か
ら
乗

船
し
て
ス
ペ
イ
ン
に
向
か
っ
た
。
彼
が
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
に
不
快
の
念
、
む

し
ろ
憎
悪
の
念
さ
え
抱
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
お
そ
ら
く
疑
い
が
な
い
。

以
後
ど
の
よ
う
に
要
請
さ
れ
る
と
も
、
二
度
と
彼
は
妾
地
を
来
訪
す
る
こ
と

　
　
　
　
⑧

が
な
か
っ
た
。

　
フ
ェ
リ
ペ
の
憎
悪
と
警
戒
心
は
な
か
ん
ず
く
全
国
議
会
に
向
け
ら
れ
た
。

す
で
に
一
五
五
七
－
一
五
五
八
年
冬
経
験
が
フ
ェ
リ
ペ
に
重
大
な
衝
繋
を
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

え
て
い
た
。
全
国
議
会
の
政
府
不
儒
に
手
を
焼
き
、
代
議
員
た
ち
の
合
園
協

議
の
末
、
御
用
金
の
管
理
権
を
い
わ
ば
強
奪
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
フ
ェ
リ

ペ
と
そ
の
腹
心
た
ち
は
議
会
の
意
図
に
疑
惑
を
深
め
、
そ
の
召
集
を
回
避
す

る
決
意
を
固
め
た
。
執
政
マ
ル
ガ
レ
ー
タ
の
も
と
で
国
政
の
実
権
を
握
っ
て

い
た
枢
機
官
グ
ラ
ソ
ヴ
ェ
ル
○
璋
謬
く
①
＝
Φ
は
、
フ
ェ
リ
ペ
の
一
側
近
に
宛
て

た
一
五
六
三
年
七
月
二
五
日
付
書
簡
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
　
「
議
会
の
目

的
は
、
議
会
か
ら
承
認
さ
れ
た
権
限
以
外
な
ん
ら
の
権
限
を
も
国
王
が
も
た

な
い
よ
う
な
国
家
形
態
に
、
妾
国
を
作
り
変
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
」
　
フ
ニ

リ
ペ
自
身
、
執
政
の
側
近
に
送
っ
た
一
五
六
四
年
一
月
二
三
日
付
の
訓
令
で

全
国
議
会
の
召
集
を
回
避
す
べ
し
と
命
じ
、
つ
い
で
著
名
な
一
五
六
五
年
一

〇
月
「
七
日
付
の
セ
ゴ
ビ
ア
書
簡
で
も
、
エ
、
グ
モ
ン
ト
ら
の
請
願
に
回
答
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
、
議
会
召
集
を
拒
否
す
る
旨
を
強
調
し
た
。
さ
ら
に
翌
年
、
八
月
二
日
付

書
簡
に
お
い
て
フ
ェ
リ
ペ
は
、
全
国
議
会
の
召
集
を
拒
否
し
た
マ
ル
ガ
レ
ー

タ
に
賛
辞
を
呈
し
、
や
が
て
彼
女
が
軟
化
し
て
議
会
召
集
に
傾
く
や
、
一
〇

月
三
日
付
の
書
簡
を
も
っ
て
み
ず
か
ら
の
意
思
に
変
化
の
な
い
こ
と
を
通
達

　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

し
た
。

　
一
五
五
九
年
か
ら
お
よ
そ
一
〇
年
冊
、
全
国
議
会
の
召
集
は
停
止
さ
れ
た
。

革
命
的
情
勢
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
の
時
期
に
、
全
国
議
会
は
い
わ
ば

つ
ん
ぼ
桟
敷
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
こ
の
段
階
で
は
革
命
運
動
の
主
役

は
お
ろ
か
脇
役
で
す
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
国
議
会
は
、

政
府
お
よ
び
反
政
府
派
い
ず
れ
の
脳
裡
に
も
強
く
焼
き
付
け
ら
れ
た
、
あ
る

い
は
不
吉
な
、
あ
る
い
は
期
待
の
影
像
で
あ
り
つ
づ
け
た
。
そ
れ
は
一
種
の

黒
幕
的
存
在
で
あ
り
、
潜
在
的
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
。
反
政
府
勢
力
は

声
を
大
に
し
て
全
国
議
会
の
召
集
を
要
望
し
た
。
こ
と
に
「
五
六
六
年
、
執

政
の
手
を
経
て
国
王
に
提
出
さ
れ
た
貴
族
盟
約
O
o
ヨ
箕
。
臼
δ
の
請
願
書
は
、

異
端
弾
圧
法
令
の
執
行
を
停
止
し
、
全
国
議
会
の
建
言
と
同
意
に
よ
り
宗
教

問
題
の
解
決
が
は
か
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
要
求
し
た
。
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
の
貴

族
ニ
コ
ラ
ー
ス
ー
ー
デ
隠
ハ
…
メ
ス
宕
ぎ
。
｝
9
ρ
ψ
瓢
。
麟
9
ヨ
。
ω
は
、
オ
ラ
ニ
エ

の
弟
で
ル
タ
ー
派
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
び
巨
費
σ
q
＜
8
名
越
ω
碧
（
い
。
α
o
ゴ
、
こ
貯
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ぎ
づ
宕
p
累
窪
）
に
宛
て
た
書
簡
（
一
五
六
六
年
二
月
）
の
な
か
で
、
全
国
議
会
こ

そ
わ
ざ
わ
い
を
癒
す
唯
一
の
手
立
て
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
力
で
そ
の
集
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

を
成
立
さ
せ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
え
論
じ
た
。
当
時
の
新
教
徒
一
般

の
意
向
が
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
オ
ラ
ニ
エ
も
一
五
六

六
年
一
　
月
、
『
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
危
機
的
情
況
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
』

鼠
①
ヨ
O
酵
O
ω
霞
一
、
簿
簿
O
嵩
試
ρ
償
O
征
Φ
ω
勺
ρ
団
甲
切
霧
と
題
す
る
パ
ン
フ

セ
ヅ
ト
を
流
し
て
、
国
王
の
心
に
議
会
嫌
悪
の
毒
を
盛
っ
た
悪
質
な
側
近
た

　
　
　
　
　
　
⑧

ち
を
非
難
し
た
が
、
さ
ら
に
一
五
六
八
年
、
亡
命
先
か
ら
ア
ル
バ
に
戦
争
を

い
ど
む
に
当
た
り
、
「
全
国
議
会
の
意
見
に
従
っ
て
」
げ
団
p
身
、
団
器
く
磐
α
①

σQ

純
?
①
昌
Φ
ω
け
㌶
o
p
諸
特
権
お
よ
び
神
の
言
葉
を
守
る
べ
く
専
制
に
対
抗
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
と
の
決
意
を
表
明
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
よ
う
や
く
一
五
六
九
年
三
月
、
全
国
議
会
が
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
召
集
さ
れ

た
。
し
か
し
そ
れ
は
議
会
の
召
集
に
よ
っ
て
宗
教
そ
の
他
の
諸
問
題
の
解
決

を
求
め
る
世
論
に
政
府
が
譲
歩
し
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
圧
政
の

成
功
に
自
儒
を
得
た
ア
ル
バ
が
、
も
っ
ぱ
ら
財
政
上
の
要
求
か
ら
、
全
国
議

会
を
牛
耳
っ
て
課
税
の
通
常
化
を
達
成
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
っ
た
。
か

の
悪
名
高
い
十
分
の
憎
税
α
ジ
譲
ヨ
。
畠
。
巴
巽
（
怠
。
琶
。
℃
①
薄
層
σ
q
）
を
含

む
課
税
計
画
が
提
案
さ
れ
た
。
代
議
員
の
報
告
に
接
し
た
各
州
議
会
が
、
こ

れ
に
強
い
抵
抗
を
示
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
添
上
的
な

論
点
、
つ
ま
り
課
税
の
通
常
化
は
議
会
特
権
の
侵
害
を
意
味
す
る
と
の
論
点

が
正
面
に
据
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
や
や
意
外
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
十
分

の
一
三
が
嶺
地
の
商
工
業
を
麻
痺
さ
せ
る
と
し
て
、
少
な
く
と
も
現
実
的
・

経
済
的
視
点
か
ら
強
硬
な
反
論
が
展
開
さ
れ
た
。
ア
ル
バ
は
威
嚇
を
も
っ
て

反
対
意
見
を
ぼ
殺
し
、
強
引
に
議
会
の
協
賛
を
か
ち
え
た
け
れ
ど
も
、
さ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

が
に
そ
の
実
施
に
は
二
の
足
を
踏
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
囲
五
七
二
年
以
降
、
ホ
ラ
ン
ト
・
ゼ
ー
ラ
ソ
ト
の
革
命
が
成
功
裡
に
進
展

し
、
議
会
問
題
に
つ
い
て
も
そ
こ
で
は
若
干
の
薪
し
い
展
開
が
示
さ
れ
た
。

一
五
七
一
　
年
七
月
、
、
ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
に
集
会
し
た
両
州
議
会
は
、
オ
ラ
ニ
エ

の
後
任
と
し
て
州
総
督
を
拝
命
し
て
い
た
ブ
シ
ュ
b
ご
。
霧
。
。
q
を
忌
避
し
て
、

あ
ら
た
め
て
オ
ラ
ニ
エ
の
総
督
職
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、
宗
教
問
題
に
つ

い
て
は
信
仰
の
自
由
を
原
則
と
す
る
独
自
の
措
置
を
講
じ
つ
つ
も
、
そ
の
最

後
的
解
決
は
全
国
議
会
の
手
に
委
ね
る
こ
と
と
決
議
し
た
の
で
あ
る
。
し
か

も
一
五
七
三
年
か
ら
一
五
七
五
年
に
か
け
て
、
州
議
会
に
出
席
す
る
貴
族
・

都
市
の
代
表
の
権
限
、
ひ
い
て
は
州
議
会
の
運
営
方
法
と
い
っ
た
原
則
的
諸

問
題
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
、
ナ
ラ
ニ
エ
の
指
導
の
も
と
に
、
課
税
問

題
以
外
の
案
件
の
議
決
に
は
多
数
決
方
式
を
採
用
す
る
と
の
方
針
が
i
必

ず
し
も
内
容
明
確
で
な
い
点
が
あ
り
、
ま
た
や
が
て
は
無
視
さ
れ
る
に
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
と
は
い
え
一
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

　
ア
ル
バ
の
後
任
レ
ケ
セ
ン
ス
は
、
前
任
者
の
圧
制
に
く
ら
べ
て
は
る
か
に

妥
協
的
な
態
度
を
示
し
た
。
全
国
議
会
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
そ
の
建
言
権
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を
認
め
た
。
し
か
し
政
策
の
最
終
的
決
定
権
は
君
主
に
あ
る
と
の
原
則
で
は

絶
対
に
妥
協
の
余
地
を
残
さ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
き
わ
め
て
大
豊
か

つ
徹
底
し
た
主
張
が
革
命
勢
力
の
側
か
ら
提
起
さ
れ
た
。
レ
ケ
セ
ン
ス
は
ホ

ラ
ソ
ト
・
ゼ
ー
ラ
ソ
ト
革
命
の
成
功
が
他
の
諸
州
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
つ

つ
あ
る
の
を
憂
慮
し
て
、
一
五
七
五
年
三
月
、
両
州
と
の
和
平
交
渉
を
ブ
レ

ダ
で
開
始
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
席
上
で
の
両
州
側
委
員
の
発
言
が
注
目

さ
れ
る
。
彼
ら
は
、
全
国
議
会
が
「
ス
ペ
イ
ン
人
の
列
席
が
な
く
と
も
合
法

的
か
つ
自
由
に
集
会
し
、
平
和
の
堅
持
、
諸
州
の
安
全
と
統
一
…
…
に
役
立

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

っ
事
柄
を
自
由
に
決
議
す
る
o
o
昌
。
ピ
H
①
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
、
宗
教

そ
の
他
の
緊
急
の
案
件
を
解
決
す
る
た
め
全
国
議
会
を
開
催
す
べ
き
で
あ
る

と
提
案
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
和
平
交
渉
自
体
は
、
ス
ペ
イ
ン
側
委
員
が

フ
ェ
リ
ペ
の
強
硬
な
訓
令
に
拘
束
さ
れ
て
い
た
た
め
、
結
局
は
失
敗
に
終
わ

っ
た
。
し
か
し
全
国
議
会
に
仲
裁
を
求
め
よ
う
と
す
る
ホ
ラ
ン
ト
・
ゼ
ー
ラ

ソ
ト
側
の
主
張
は
、
他
の
諸
州
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
さ
え
も
強
い
感
銘
を

　
　
　
　
　
　
　
⑪

与
え
た
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
は
、
革
命
的
な
一
五
七
六
年
の
全
国
議
会
の
歴
史
的
前
提
で
あ
る
。

そ
れ
は
突
如
と
し
て
出
現
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
革
命
性
は
必
ず
し
も
突

然
変
異
で
は
な
か
っ
た
。
革
命
的
議
会
は
、
議
会
の
召
集
が
忌
避
さ
れ
た
い

わ
ば
不
遇
の
時
代
に
む
し
ろ
準
備
さ
れ
、
や
が
て
機
が
熟
し
て
生
ま
れ
た
の

で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
一
五
七
六
年
以
降
、
全
国
議
会
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点
で

変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
ざ
っ
ぱ
に
見
て
、
本
稿
の
第
三
節
で
扱
わ
れ

た
側
面
は
大
き
く
変
わ
っ
た
が
、
第
四
節
で
扱
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
著
し

い
変
化
が
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
い
ま
や
み
ず
か
ら
統
治
機

関
化
し
た
全
国
議
会
の
開
催
方
式
や
権
限
の
幅
と
質
に
革
命
的
な
変
化
が
生

じ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
運
営
上
の
手
続
き
は
基
本
的
に
改

め
ら
れ
ず
、
州
権
主
義
の
原
則
は
清
算
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
革
命
の
成
功
は
、
そ
れ
を
祷
な
っ
た
州
権
主
義
の
勝
利
で
も
あ
っ
た
。

多
数
決
原
理
の
採
用
は
と
き
に
試
み
ら
れ
は
し
た
け
れ
ど
も
結
局
成
功
せ
ず
、

代
議
員
の
権
限
は
旧
来
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
依
然
と
し
て
全
国
議
会

は
各
州
議
会
が
派
遣
す
る
使
節
の
集
会
た
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
れ
は
い
ま

や
政
治
主
体
と
し
て
の
1
厳
密
に
は
政
治
主
体
（
州
議
会
）
の
連
合
体
と

し
て
の
1
全
国
議
会
の
致
命
的
な
欠
陥
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
全
国
議
会

の
弱
点
、
つ
ま
り
は
州
権
主
義
の
優
越
が
以
後
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史

を
左
右
し
た
。
や
が
て
南
部
が
脱
落
し
て
、
も
と
も
と
未
熟
な
ネ
ー
デ
ル
ラ

ン
ド
の
一
体
性
が
最
終
的
に
失
わ
れ
た
理
由
の
一
半
が
そ
れ
で
あ
り
、
ま
た

北
部
の
連
邦
共
和
国
が
単
一
国
家
と
し
て
は
著
し
く
脆
弱
な
流
刑
に
甘
ん
ず

る
こ
と
に
な
る
の
も
、
そ
れ
が
ゆ
え
で
あ
る
。
し
か
し
は
じ
め
に
断
わ
っ
て

お
い
た
よ
う
に
、
一
五
七
六
年
以
後
の
全
国
議
会
の
史
的
展
開
を
本
格
的
に

取
り
扱
う
こ
と
は
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
稿
を
改
め
ね
ば
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一五・一六＃1：紀のネーデルランド全国議会について（川口）

な
ら
な
い
。

①
現
オ
ラ
ン
ダ
の
国
会
は
二
院
翻
を
と
る
。
第
二
院
の
議
員
（
～
五
〇
名
）
が
直

　
接
普
通
選
挙
で
選
ば
れ
る
の
に
対
し
、
第
一
院
の
議
員
（
七
五
名
）
は
州
議
会
議

　
員
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
（
間
接
選
挙
）
。
　
こ
の
よ
う
な
第
一
院
の
構
成
方
式
が
、

　
少
な
く
と
も
形
態
上
、
旧
身
分
制
議
会
の
そ
れ
と
歴
史
的
に
関
連
が
あ
る
こ
と
は

．
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②
窃
O
O
智
円
窪
ω
3
8
昌
－
O
。
謬
㊤
9
・
銑
ヨ
血
①
宕
。
9
二
㊤
民
。
ジ
。
コ
g
H
器
号
。
g

　
〈
昌
ω
・
い
聞
o
o
ぎ
日
ρ
跨
鵠
曾
。
器
自
主
．
禺
鴛
0
2
げ
。
壌
層
巳
①
蒔
¶

③
鰍
・
9
＜
巴
曾
①
』
こ
ぎ
盆
。
。
鳥
。
ω
贈
ρ
房
O
曾
曾
㊤
舞
曾
ω
p
ロ
。
凶
①
昌
ω
勺
鎚
。
・
－

　
切
霧
’
壁
H
”
渉
。
富
ω
α
㊦
置
b
。
デ
一
島
メ
H
漣
。
。
・
こ
の
文
書
集
は
、
前
世
紀
に
ガ
シ

　
ヤ
ー
ル
い
．
℃
．
Ω
客
｝
茜
a
が
企
て
た
史
料
収
集
を
受
け
つ
い
で
今
世
．
紀
は
じ
め

　
ベ
ル
ギ
ー
の
王
立
歴
史
協
会
が
ピ
レ
ソ
驚
期
．
勺
騨
。
コ
器
と
キ
ュ
ヴ
リ
エ
に
委

　
嘱
し
た
作
業
が
、
二
度
の
大
戦
に
妨
げ
ら
れ
な
が
ら
も
、
よ
う
や
く
実
っ
た
も
の

　
で
あ
る
。
　
現
在
ウ
ェ
レ
ソ
ス
幻
．
≦
巴
冨
蕊
が
こ
れ
を
引
き
つ
ぎ
、
　
一
四
七
八

　
－
一
五
〇
六
年
の
文
書
公
刊
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
・
な
お
一
五
七
六
年
以
降
に
っ

　
い
て
は
属
・
智
豆
H
（
ω
ρ
園
Φ
ω
9
暮
融
コ
α
韓
の
＄
な
早
O
o
昌
。
鑓
巴
く
弾
旨
嵩
蕊
8
け

　
一
①
O
P
δ
巳
甥
こ
お
雪
占
逡
一
が
あ
る
。

④
鍔
麟
富
§
ρ
霞
ω
8
ぎ
9
切
①
剛
α
q
δ
器
遅
■
H
H
嚇
ω
痒
弘
㊤
b
。
鱒
ら
・
凸
q
。
■

⑤
ρ
〈
霞
玉
器
。
豊
ヨ
α
8
冒
。
コ
q
。
鋤
借
早
Q
窪
Φ
峯
巴
噛
や
H
庸
．
な
お
ホ

　
ラ
ン
ト
諸
都
市
の
呼
び
か
け
に
よ
る
都
市
合
同
集
会
の
畷
催
予
定
日
ば
、
フ
ァ
ン

　
ー
ー
デ
賑
キ
ー
フ
ト
に
よ
れ
ば
一
四
六
四
年
一
月
九
日
で
あ
る
が
、
ジ
リ
サ
ソ
に
よ

　
れ
ば
一
月
二
八
日
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
日
付
が
正
確
な
の
か
は
、
い
ま
ほ
か
に
資

　
料
を
も
ち
あ
わ
せ
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
保
留
に
し
て
お
き
た
い
。
皆
目
噂
や
ρ

　
回
O
葭
。
。
。
。
Φ
p
目
。
ω
け
冨
誘
O
仙
ロ
卿
9
琵
α
Φ
。
。
℃
麸
ω
α
。
冨
吋
9
0
ρ
ド
＆
令

　
嵩
。
。
卜
。
・
冒
》
昌
。
δ
昌
勺
撰
ω
o
叶
》
切
器
曇
三
8
ω
α
．
曽
ρ
β
×
図
娼
押
お
緕
℃
℃
．

　
里
心
鴨

⑥
目
F
甘
ω
貫
宙
舞
。
ぎ
9
ω
憐
3
審
Ω
曾
曾
碧
×
山
。
ω
℃
畠
甲
切
霧
（
ぱ
の
？

　
ミ
㊤
O
）
℃
N
＜
o
一
．
噛
目
G
Q
O
タ

⑦
い
Ω
…
器
①
算
。
や
簿
‘
唱
・
b
。
①
c
。
識
凱
8
‘
g
ω
卑
暮
ω
○
①
昌
①
鑓
爵
g

　
田
①
茜
δ
唱
o
o
魯
p
ロ
×
勺
9
団
？
口
窃
ω
o
霧
一
、
》
嵩
。
δ
昌
国
①
α
Q
諄
5
P
ぎ
〉
昌
。
凶
①
＝
ω

　
勺
曙
ω
暮
〉
鴇
①
8
げ
志
①
。
。
α
、
け
鈴
暮
。
・
”
×
×
×
＜
噂
憲
①
9
や
お
朝
隼

⑧
一
四
六
三
年
一
二
月
の
集
会
に
つ
い
て
フ
ァ
ン
日
デ
目
キ
ー
フ
ト
も
そ
の
史
料

　
的
根
拠
の
弱
さ
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
・
し
か
し
同
時
に
彼
は
、
こ
の
日
に
全
羅
議

　
会
集
会
が
も
た
れ
た
蓋
然
性
が
強
い
と
も
述
べ
て
い
る
。
く
p
昌
O
o
緊
同
。
津
り
。
℃
・

　
o
凶
叶
こ
℃
．
9
な
お
ウ
ェ
レ
ソ
ス
は
こ
の
集
会
の
実
在
性
を
疑
っ
て
い
な
い
よ
う
で

　
あ
り
、
バ
ル
テ
ィ
ー
ル
は
全
國
議
会
の
起
源
の
時
点
に
つ
い
て
は
明
雷
を
避
け
な

　
が
ら
も
、
こ
の
集
会
を
重
視
し
た
叙
述
を
し
て
い
る
。
男
・
≦
巴
9
多
い
o
U
δ
津

　
幽
。
℃
滋
匂
。
①
p
昌
o
O
畠
ρ
屡
ω
ざ
ω
》
ω
ψ
o
ヨ
三
σ
⑦
ω
畠
①
。
。
勝
臨
画
。
。
Ω
φ
5
曾
ρ
5
露
α
⑦
o
。
弓
四
《
甲

　
切
霧
¢
。
口
区
く
㊦
ω
δ
巳
ρ
貯
》
＝
o
δ
コ
ω
勺
騨
楼
ω
①
叶
諺
ω
ω
o
ヨ
げ
憲
。
ω
α
．
閑
鍵
富
噛

　
誕
い
く
コ
．
お
。
亀
Q
。
．
や
に
O
鼻
δ
胴
｝
．
切
鶏
鉱
賃
’
冒
｝
お
。
目
①
コ
①
Q
Φ
8
三
〇
α
㊦
三
。
ワ

　
α
曾
累
①
畠
⑦
ユ
9
コ
O
①
P
巳
■
H
H
H
層
這
窪
嘘
や
b
」
①
G
◎
h

⑨
ケ
レ
ニ
グ
ズ
バ
ー
ガ
ー
は
、
一
四
六
四
年
集
会
が
第
一
回
の
全
国
議
会
で
あ
る

　
と
は
必
ず
し
も
主
張
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
以
前
の
諸
集
会
は
鋳
貨
問
題
や
貿
易

　
問
題
を
取
り
扱
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
重
要
な
政
治
問
題
は
議
題
に
な
ら
な
か
っ
た
と

　
指
摘
し
て
い
る
。
　
餌
．
O
．
囚
。
⑳
巳
σ
Q
。
・
σ
角
σ
Q
曾
’
↓
げ
。
禦
p
盆
ω
○
魯
曾
巴
o
h
爵
①

　
冥
。
峠
ず
曾
貯
ロ
ロ
ω
び
0
8
話
け
げ
。
園
。
＜
o
罫
言
×
。
O
o
鄭
σ
Q
謡
ω
目
昌
汁
費
ロ
ρ
鉱
。
昌
巴
α
⑦
自
脅

　
o
り
。
δ
g
o
。
・
出
蓉
。
ユ
虐
。
。
。
（
ゆ
け
言
⑦
。
。
賢
雰
睾
濫
。
肋
二
上
O
o
ヨ
ヨ
冨
ω
δ
鵠
H
簿
。
学

　
コ
四
鉱
。
コ
巴
。
℃
O
目
円
一
、
三
ω
8
貯
。
鳥
。
ω
諺
ω
。
。
o
ヨ
げ
綜
㊦
ω
山
．
国
貯
富
噛
重
く
H
H
H
層
6
窃
o
Q
y

　
や
置
膳
唐
　
　
　
　
．

⑩
劉
9
臨
。
巳
噛
O
。
三
p
σ
Q
ρ
冒
呂
p
菖
8
帥
註
夢
㊦
団
簿
鋒
①
ω
○
。
昌
三
巴
。
楠

　
伴
げ
Φ
切
＝
お
儲
ロ
巳
鉾
昌
累
簿
げ
〇
二
斜
部
α
ω
℃
ぎ
諺
コ
。
冨
口
。
。
勺
p
団
ω
o
叶
諺
。
。
。
自
。
ヨ
び
志
。
。
。

　
α
、
国
9
富
、
メ
賢
お
①
9
℃
℃
■
0
マ
Q
。
Q
。
’

⑪
　
ブ
ク
ら
が
一
四
六
四
年
集
会
を
全
国
議
会
の
起
源
と
み
な
し
つ
つ
、
そ
の
召
集

（727）145



　
の
動
機
を
御
用
金
要
求
に
黒
い
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
鵠
2
b
ご
琴
げ
Φ
・
P
り

　
国
昌
愚
ω
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P
訟
O
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O
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潤
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①
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岸
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H
P

⑮
ρ
ω
。
巳
ρ
回
「
Φ
ω
弾
鋒
ω
O
g
o
毛
蚕
岩
袋
き
8
（
弾
猛
窃
℃
鼠
ω
Φ
図
ま
①
。
。

　
帥
5
0
0
右
目
一
。
。
ω
δ
コ
　
囲
昌
け
曾
昌
¢
賦
O
コ
p
一
〇
℃
o
唱
H
一
、
謀
ω
8
群
。
鳥
。
ω
諺
ω
ω
Φ
ヨ
ぴ
嵐
ω
ω

　
O
．
瞥
畠
β
メ
×
×
＜
、
お
①
。
。
y
℃
．
戸
劇
Φ
．

⑯
勺
甘
藍
ρ
田
。
。
8
幕
α
㊦
切
㊦
一
σ
q
δ
＝
p
鏑
員
℃
誌
¢
中
二
げ
朝
し
」
H
H
層
ω

　
①
血
こ
お
b
o
ω
’
や
δ
脅
o
D
o
巳
⑦
璽
。
や
9
汁
；
や
に
○
◎
■

⑰
○
濠
ω
。
。
㊦
p
単
ρ
富
。
曾
曾
斜
二
迫
撃
b
d
①
喧
ρ
器
簿
9
羨
勺
還
ω
－
切
p
。
。
も
■

　
蒔
O
ご
く
帥
昌
α
o
國
δ
津
．
o
や
。
詳
こ
や
刈
捗

⑱
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
全
国
議
会
に
つ
い
て
国
雷
富
Ω
O
法
旨
集
と
い
う
名
称
が

　
食
①
。
。
α
0
喝
簿
㊦
N
㎝
①
ω
o
馨
暮
N
α
q
①
ロ
曾
p
巳
区
α
o
や
日
α
Φ
O
帥
》
と
い
っ
た
表
現
の

　
な
か
に
現
わ
れ
る
の
は
、
よ
う
や
く
一
六
世
紀
中
葉
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ

　
れ
ま
で
は
在
ρ
日
動
ロ
①
o
箕
p
。
。
。
陰
2
詳
三
①
㊦
σ
q
自
重
巴
o
O
o
q
。
①
ω
＄
N
偶
。
け
。
鐸
ω
ざ
。
。

　
℃
ρ
団
ω
自
。
℃
窪
ユ
0
3
》
　
つ
ま
り
「
す
べ
て
の
州
の
州
議
会
の
全
体
集
会
」
．
と
い

　
う
呼
称
が
用
い
ら
れ
た
。
く
p
コ
α
o
囚
一
①
皆
。
や
。
一
f
℃
・
。
。
・
な
お
州
議
会
の
揚

　
合
、
け
欝
富
（
o
。
3
措
ロ
）
と
い
う
呼
称
が
使
用
さ
れ
始
め
た
の
は
一
四
〇
〇
年
ご

　
ろ
か
ら
で
あ
り
、
一
四
世
紀
に
は
州
に
よ
っ
て
さ
霞
忌
ρ
霧
器
旨
げ
綜
①
噛
。
o
コ
ω
Φ
鉾

　
℃
ρ
《
ρ
℃
g
。
二
〇
ヨ
O
コ
戸
自
p
σ
q
〈
拶
貧
け
な
ど
と
称
さ
れ
た
。
｝
■
9
嵩
ω
ω
⑦
詳
U
①
融
σ
Q
7

　
ヨ
。
お
℃
鼠
切
。
暮
p
含
断
ρ
く
ρ
緊
ミ
㊤
O
o
ロ
切
。
一
σ
q
β
¢
P
同
㊤
給
層
や
㎝
一
．

⑲
な
お
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
に
く
ら
べ
て
フ
ラ
ン
ス
全
国
三
部
会
の
召
集
回
数
は
か

　
な
り
少
な
い
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
、
一
五
世
紀
前
半
、
シ
ャ
ル
ル
七
世
の

　
治
世
に
課
税
の
通
常
化
（
議
会
の
同
意
を
必
要
と
す
る
御
用
金
の
臨
隣
的
性
格
の

　
払
拭
）
が
突
現
さ
れ
、
一
四
三
九
年
を
最
後
に
全
国
三
部
会
が
課
税
協
賛
権
を
無

　
視
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

⑳
．
9
房
器
戸
贈
鉢
ω
0
9
簿
㊤
轟
9
。
。
国
蕩
O
①
℃
胃
9
3
’
℃
℃
■
b
。
胡
山
δ
…

　
畠
P
国
9
富
O
①
器
蜀
口
呂
⑦
昌
切
①
お
β
器
①
け
㊤
唱
呂
℃
ρ
団
争
ヒ
d
器
層
℃
や
お
Q
。
ム
む
・

⑳
た
だ
し
君
主
召
集
権
原
則
の
適
用
は
、
州
議
会
の
場
合
い
く
ら
か
ゆ
る
や
か
で

　
あ
っ
た
ら
し
い
。
た
と
え
ば
ホ
ラ
ソ
ト
・
ゼ
ー
ラ
ソ
ト
両
州
で
は
君
主
の
召
集
に

　
よ
っ
て
集
会
す
る
正
規
の
公
的
な
集
会
（
α
p
σ
q
爵
ρ
答
）
と
は
別
に
、
自
主
的
・
私

　
的
性
格
の
強
い
集
会
（
げ
三
四
。
巳
巴
一
旨
。
〈
曾
α
Q
鎖
山
。
覧
鵠
σ
Q
）
も
開
催
さ
れ
た
。

　
○
…
。
・
ω
①
P
幻
①
σ
q
一
隻
⑦
話
℃
撤
ω
Φ
馨
p
賦
抄
や
ミ
囲
乱
切
唱
。
げ
。
■
p
噛
。
や
。
凶
叶
■
”
や

　
ω
①
。

⑫
　
し
か
し
全
国
議
会
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
と
く
に
大
特
権
が
も
つ
意
義
は
大

　
き
い
。
大
特
権
に
お
い
て
は
じ
め
て
全
国
議
会
は
そ
の
存
在
と
権
限
（
後
述
）
が

　
公
文
害
の
上
で
確
定
さ
れ
、
　
い
わ
ば
制
度
化
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
O
鎧
。
・
。
。
。
P

　
両
昼
富
Ω
⑩
旨
曾
9
煽
×
α
¢
ω
℃
騨
《
Q
。
山
①
℃
騨
周
餓
o
O
ρ
　
や
邸
⑦
q
…
し
d
⊆
o
ダ
　
O
℃
．
o
写
”

　
や
ω
。
。
播

㊧
　
か
つ
て
ジ
リ
サ
ソ
は
、
一
四
七
七
年
の
ガ
ソ
に
お
け
る
全
国
議
会
が
自
主
的

　
な
集
会
で
あ
る
か
の
よ
う
に
叙
述
し
た
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
　
9
一
δ
ω
¢
詳

　
閑
①
σ
q
二
二
①
器
℃
㌫
ω
o
箕
田
鑓
や
戸
O
P
た
だ
し
同
年
四
月
に
ル
ー
ヴ
ァ
ン
に
集
会

　
し
た
全
国
議
会
は
、
大
特
権
に
依
拠
し
た
自
主
的
集
会
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
＜
器

　
α
㊦
凶
δ
津
．
o
や
。
搾
、
℃
．
ド
Q
。
■
な
お
一
五
七
六
年
の
全
国
議
会
が
革
命
性
を
も

　
つ
ゆ
え
ん
の
一
つ
は
、
そ
れ
が
一
見
合
法
性
を
偽
装
し
な
が
ら
、
実
質
上
自
主
的

　
な
集
会
で
あ
っ
た
点
に
あ
る
。

⑳
　
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
領
の
う
ち
ア
ル
ト
ワ
西
南
方
の
ピ
カ
ル
デ
ィ
・
ブ
ー
ロ
ー
ニ
ュ

　
な
ど
も
、
一
四
七
七
年
に
ル
イ
　
一
世
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
る
ま
で
は
、
ネ
ー
デ

　
ル
ラ
ソ
ド
の
全
国
議
会
に
幾
度
か
代
議
員
を
派
遣
し
た
。
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一五・一六世紀のネーデルランド全国議会について（川口）

㊧
　
ト
ゥ
ル
ネ
ー
市
は
ト
ゥ
ル
ネ
ジ
地
域
と
は
別
に
独
自
の
代
議
員
を
出
し
た
。
そ

　
れ
は
エ
ノ
ー
州
に
お
け
る
ヴ
ァ
ラ
ソ
シ
エ
ソ
ヌ
市
の
場
合
、
フ
ロ
ニ
ソ
ゲ
ソ
州
に

　
お
け
る
オ
メ
ラ
ソ
デ
ソ
と
フ
ロ
ニ
ソ
ゲ
ソ
市
の
関
係
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

㊧
　
た
だ
し
ユ
ト
レ
ヒ
ト
だ
け
は
、
そ
の
ホ
ラ
ソ
ト
と
の
特
別
の
関
係
か
ら
い
わ
ば

　
準
家
産
州
の
扱
い
を
受
け
、
全
國
議
会
に
代
議
員
を
送
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

⑳
　
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
国
立
文
書
館
に
、
「
こ
ち
ら
側
の
国
々
」
の
み
な
ら
ず
「
あ
ち

　
ら
側
の
国
々
」
を
も
含
む
全
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
領
に
つ
い
て
、
各
州
議
会
の
メ
ン
バ

　
：
を
列
挙
し
た
文
書
が
あ
る
。
ど
こ
そ
こ
の
領
主
、
何
々
修
道
院
の
院
長
、
何
々

　
市
の
市
長
等
々
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
と
に
貴
族
の
場
合
は
人
名
そ
の
も
の
さ

　
え
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
を
紹
介
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
マ
ソ
ス
に
よ
れ
ば
、
そ
れ

　
が
作
成
さ
れ
た
時
点
は
一
四
六
四
年
の
春
ご
ろ
で
あ
る
。
同
年
一
月
の
第
一
回
全

　
国
議
会
の
あ
と
、
当
集
会
が
混
乱
し
た
情
況
の
な
か
で
あ
わ
た
だ
し
く
開
か
れ
た

　
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
将
来
に
備
え
て
一
し
か
も
「
あ
ち
ら
側
の
国
々
」

　
を
も
含
め
て
全
ブ
ル
ー
ゴ
ー
ニ
ュ
領
の
全
国
議
会
を
開
こ
う
と
の
意
図
の
も
と
に

　
一
政
府
が
代
議
員
候
補
一
覧
表
を
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
、
ブ
ロ
ッ
ク
マ
ソ

　
ス
は
推
定
し
て
い
る
。
芝
。
匪
o
o
犀
日
窪
ρ
U
o
ω
ρ
日
①
霧
蛮
野
嵩
α
q
〈
岩
留
ω
け
拶
－

　
伴
窪
ぐ
㊤
昌
伽
。
切
。
弓
σ
q
o
嵩
象
。
。
魯
Φ
い
㊤
鵠
穿
話
⑦
昏
萄
げ
巴
Φ
昌
。
ヨ
ω
霞
①
巴
窃
竃
漣
噛

　
首
〉
コ
。
丸
心
ω
℃
㊤
岩
。
伴
諺
ω
ω
⑦
彗
σ
尿
。
ω
Ω
、
国
け
暮
。
。
尋
×
い
く
H
H
噛
お
①
。
。
層
℃
や
切
望
＝
卜
。
．

　
そ
う
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
一
四
六
四
年
ご
ろ
に
は
濡
主
が
代
議
員
を
直
接
指

　
名
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
果
た
し
て
そ
れ
が
事
実
で
あ
っ
た
か

　
ど
う
か
は
こ
こ
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、
も
し
そ
う
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ブ
ロ

　
ッ
ク
マ
ソ
ス
の
推
定
と
は
別
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
史
料
は
必
ず

　
し
も
将
来
の
全
国
議
会
召
集
に
備
え
て
の
も
の
で
は
な
く
て
、
当
時
の
州
議
会
に

　
列
席
し
た
メ
ン
バ
ー
の
単
な
る
事
後
的
な
記
録
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
領
全
域
に
つ
い
て
そ
う
い
う
記
録
を
一
つ
に
ま
と
め
上
げ
た
点
に
、

　
政
府
の
一
定
の
政
治
的
志
向
を
う
か
が
え
る
に
し
て
も
。

⑳
北
海
沿
い
に
広
が
る
フ
ラ
ン
ド
ル
最
大
の
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
（
城
主
領
）
。
　
一
四

　
世
紀
後
半
、
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
は
旧
来
の
「
一
ニ
メ
ソ
バ
ー
」
　
（
ガ
ソ
・
ブ
リ
ュ
ー
ジ

　
ュ
・
イ
…
プ
ル
）
の
勢
力
を
押
ざ
え
る
た
め
、
こ
の
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
に
「
第
四
メ

　
ソ
バ
ー
」
の
資
格
を
与
え
た
。

㊧
　
全
国
議
会
で
の
席
次
お
よ
び
代
表
発
言
権
を
め
ぐ
っ
て
、
ブ
ラ
バ
ン
ト
・
フ
ラ

　
ソ
ド
ル
問
の
紛
争
が
一
五
・
一
六
世
紀
に
幾
度
か
生
じ
た
。
フ
ラ
ン
ド
ル
が
、
少

　
な
く
と
も
自
州
内
で
議
会
が
開
催
さ
れ
た
場
合
の
上
席
権
・
代
表
発
言
権
を
要
求

　
し
た
か
ら
で
あ
る
。
上
席
権
は
つ
ね
に
ブ
ラ
バ
ン
ト
が
保
持
す
る
が
、
議
会
が
フ

　
ラ
ソ
ド
ル
で
開
か
れ
た
場
合
に
限
り
、
全
國
議
会
を
代
表
し
て
発
言
す
る
権
利
は

　
フ
ラ
ン
ド
ル
の
い
ず
れ
か
の
都
市
（
と
く
に
ガ
ソ
）
の
法
律
顧
問
に
与
え
ら
れ
る
と

　
い
う
妥
協
的
解
決
が
、
　
一
五
〇
八
年
と
一
五
五
一
一
年
忌
下
さ
れ
て
お
り
、
以
上
が

　
ま
た
一
般
的
通
念
・
慣
行
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
　
≦
o
同
｝
§
ρ
o
唱
。
o
搾
℃
憎
や
嵩
ω
一

　
H
心
8

⑭
　
た
と
え
ば
古
く
一
四
六
二
年
に
定
め
ら
れ
た
配
分
率
で
は
、
　
フ
ラ
ン
ド
ル
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
総
額
の
珊
、
ブ
ラ
バ
ン
ト
が
礁
、
ホ
ラ
ソ
ト
が
／
1
、
ゼ
ー
ラ
ソ
ト
が
μ
等
々
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
リ
、
　
こ
の
比
率
は
以
後
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
。
O
葺
。
・
器
戸
ゆ
け
鉢
ω
Ω
曾
⑩
－

　
冨
麟
×
α
o
ω
男
ρ
楼
ω
山
㊦
℃
曽
働
8
帥
層
や
ト
⊃
Q
。
ρ

⑳
　
都
市
出
身
の
代
議
員
の
場
合
は
、
州
議
会
を
飛
び
越
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
に

　
報
告
し
、
そ
こ
か
ら
新
談
令
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
従
っ
て
岡
一
州
の
代
議

　
員
団
の
な
か
で
も
訓
令
の
内
容
に
食
い
違
い
の
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
え
た
。

　
の
℃
ロ
融
o
a
”
o
℃
．
o
一
一
‘
や
。
。
鼻
ロ
誌
。
。
…
即
O
．
閑
。
①
巳
σ
q
ω
9
お
。
同
層
月
げ
。
℃
o
零
賃
ω

　
o
h
U
名
筆
博
。
ω
ヨ
ω
一
蓉
Φ
豊
誓
8
コ
ε
蔓
》
ω
器
ヨ
げ
賦
㊦
。
。
い
貯
≧
σ
ロ
ヨ
国
巴
魯

　
蜜
ρ
民
O
ρ
旨
（
け
ε
山
㊦
ω
嘆
①
ω
g
仲
0
霧
卿
一
p
O
o
亡
羊
坤
。
。
の
一
8
囲
馨
。
H
募
鉱
。
ロ
巴
。

　
℃
8
二
、
注
珠
。
冨
畠
＄
渚
ω
o
舅
び
綜
①
ω
畠
．
暮
暮
。
。
、
×
×
H
＜
し
り
①
日
）
噛
や
』
卜
。
①
．

⑫
　
こ
の
点
で
ネ
：
デ
ル
ラ
ン
ド
の
全
国
議
会
は
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
と
も
、
フ
ラ
ン

　
ス
の
全
国
三
部
会
と
も
異
質
で
あ
る
。
　
管
玉
”
や
b
。
お
箆
．

⑳
　
一
四
六
五
年
四
月
二
五
日
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
が
趣
旨
を
説
明
し
、
二
六
日
に

　
さ
ら
に
説
明
が
く
り
か
え
さ
れ
る
や
、
代
議
員
た
ち
は
た
だ
ち
に
シ
ャ
ル
ル
の
継
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承
権
を
認
め
る
旨
回
答
し
、
翌
二
七
日
に
正
式
の
答
申
が
行
な
わ
れ
た
。
O
難
。
・
－

　
ω
o
P
国
討
富
Ω
①
ロ
曾
p
ロ
呂
衛
①
ω
℃
p
団
し
。
鳥
。
℃
ρ
N
α
o
O
鉾
や
ω
　
戸
ひ

⑳
｝
8
置
こ
や
b
っ
O
り
■

億
　
国
σ
q
・
H
・
ω
貯
目
σ
σ
o
①
昌
い
O
毒
。
団
σ
⑦
o
岸
メ
貯
》
黄
¢
日
。
コ
。
Ω
o
。
。
o
巴
。
◎
①
三
ω

　
血
o
H
累
⑦
α
o
二
重
昂
伍
o
P
亀
．
旨
く
”
お
切
b
Ω
．
や
に
一
h
，

⑳
　
○
葺
ω
ω
o
詳
菊
①
σ
Q
一
日
①
お
℃
H
①
ω
①
隠
田
江
埜
や
δ
㎝
■

⑰
ピ
レ
ソ
女
に
よ
れ
ば
、
全
国
議
会
は
単
一
の
℃
二
二
〇
日
2
昏
で
は
な
く
て
霧
－

　
。
。
O
ヨ
三
①
⑦
α
①
勺
P
二
〇
ヨ
①
暮
。
・
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
塩
坪
O
量
P
三
韓
O
貯
O
α
O
b
ご
Φ
一
－

　
σ
q
β
器
層
二
目
押
や
お
。
。
・
ま
た
ス
パ
フ
ォ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
雪
ぎ
ω
捧
暮
δ
昌
で

　
は
な
く
て
㊤
σ
q
霧
げ
曾
貯
σ
q
o
h
ぢ
。
・
瓢
豆
偏
一
9
あ
で
あ
り
、
筥
8
賦
茜
。
・
o
｛
霧
－

　
訂
畠
甲
σ
q
①
ロ
頸
鎮
で
あ
る
よ
り
も
む
し
ろ
σ
q
窪
曾
9
ヨ
㊦
簿
貯
σ
q
。
。
o
｛
①
簿
p
仲
。
。
。
で

　
あ
っ
た
。
勺
．
o
り
旭
唱
庸
。
巳
魑
。
や
。
凶
f
や
刈
N
．

⑯
　
即
切
ρ
β
山
引
戸
U
ρ
富
拶
鉱
。
昌
山
Φ
ω
勺
騨
団
甲
頃
霧
号
く
9
浮
け
一
、
三
ω
8
芹
。
．
お
2
「

　
や
象
．

⑲
　
た
と
え
ば
一
五
二
七
年
、
ホ
ラ
ソ
ト
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
他
の
地
方
が
食
糧

　
不
足
に
悩
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
穀
物
輸
出
の
自
由
を
主
張
し
て
や
ま
な

　
か
っ
た
。
囚
o
o
巴
σ
q
ω
び
。
目
σ
Q
㊦
き
o
D
富
峠
¢
ω
Ω
o
ロ
⑦
H
巴
o
h
夢
。
累
簿
7
0
ユ
p
一
益
。
噂
噛
℃
」
㎝
①
・

⑳
　
》
餌
同
業
。
真
勇
重
宝
。
を
州
権
主
義
と
訳
す
の
は
必
ず
し
も
適
当
で
な
い
。
　
そ
れ

　
は
州
だ
け
で
な
く
、
あ
る
い
は
都
市
、
あ
る
い
は
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
な
ど
地
方
諸
団

　
体
一
般
の
排
他
的
自
立
主
義
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
本
稿
が
対
象
と

　
す
る
聴
代
に
は
都
市
な
ど
の
冨
註
。
三
霧
引
導
。
は
む
し
ろ
州
の
℃
碧
欝
巳
雪
一
－

　
ω
き
。
の
な
か
に
包
み
こ
ま
れ
、
　
前
者
は
消
滅
す
る
こ
と
が
な
く
と
も
そ
の
比
重

　
が
減
少
し
、
逆
に
後
者
が
政
治
的
に
重
要
度
を
増
す
傾
向
が
あ
っ
た
。
　
（
と
く
に

　
カ
ー
ル
二
世
蒔
代
の
そ
う
い
う
傾
向
に
つ
い
て
は
い
O
土
建
σ
⑦
鼻
×
」
コ
≧
α
Q
Φ
－

　
二
二
⑦
Ω
Φ
ω
o
鉱
⑦
α
①
巴
ω
山
曾
賭
㊦
飢
①
二
帥
コ
◎
㊦
P
色
．
幽
く
層
や
＝
①
）
従
っ
て
こ
こ

　
で
は
℃
餌
H
諜
。
巳
p
昌
ω
ヨ
㊦
α
o
ω
℃
p
冤
ω
を
と
く
に
問
題
に
す
る
と
い
う
意
味
で
一

　
応
州
権
主
義
と
表
現
し
て
お
き
た
い
。

⑳
　
b
3
琴
げ
。
’
岱
‘
o
℃
，
o
窪
層
や
ω
O
」

⑫
　
た
と
え
ば
シ
ャ
ル
ル
豪
胆
に
よ
る
メ
ヘ
レ
ソ
の
高
等
法
院
の
創
設
（
一
四
七
三
）
、

　
カ
ー
ル
五
世
に
よ
る
三
並
設
会
議
O
O
ロ
ω
①
算
ω
0
9
貯
菰
建
地
図
（
O
O
じ
P
下
田
鉱
㊦
H
甲

　
0
8
）
つ
ま
り
国
務
会
議
。
。
霧
箪
貼
．
田
暮
（
図
帥
巴
ぐ
婁
ω
韓
①
）
・
枢
密
会

　
議
。
。
鵠
。
旨
℃
臥
蒜
（
O
O
げ
⑦
一
昌
P
⑦
　
H
囚
P
帥
α
）
・
財
務
会
議
0
8
器
熔
血
¢
ω
艶
舜
琴
Φ
ω

　
（
国
P
㊤
側
　
く
ρ
コ
　
男
一
コ
9
口
O
一
α
昌
）
の
設
躍
（
一
五
三
一
）
。

⑱
　
た
と
え
ば
一
五
三
六
年
一
月
四
日
付
謝
簡
で
執
政
マ
リ
ア
は
兄
カ
ー
ル
に
次
の

　
よ
う
に
述
べ
た
。
　
「
他
の
諸
州
が
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
例
に
な
ら
わ
な
い
な
ら
ば
、
そ

　
う
い
う
諸
国
と
は
あ
ま
り
面
倒
な
こ
と
は
起
こ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
橋
望
し
て
い

　
る
。
」
閑
o
o
昌
凶
σ
Q
ω
σ
①
H
α
q
④
が
ω
け
舞
。
ω
O
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昌
①
円
巴
o
h
鈴
ケ
Φ
Z
防
げ
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ユ
p
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島
ω
嘲
や
ド
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ド

⑭
　
ま
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り
や
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頃
．
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○
ま
ω
ω
曾
℃
け
3
審
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曾
曾
磐
舛
9
ω
℃
ρ
誘
ロ
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℃
異
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①
O
ρ
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．
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泣
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q
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げ
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噛
勺
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o
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①
津
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．
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①
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①
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窯
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讐
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ら
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．
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∂
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審
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①
昌
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鑓
。
×
α
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ω
℃
p
団
自
。
α
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℃
母
α
o
O
曾
や
ω
匿
．

　
な
お
グ
リ
フ
ィ
ス
に
よ
れ
ば
、
　
一
五
三
七
年
の
全
国
議
会
に
も
全
権
代
議
員
の
派

　
遣
が
求
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
0
9
0
二
曲
夢
ρ
胃
。
で
お
ω
Φ
簿
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一
く
①
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o
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o
円
亭

　
ヨ
9
詳
ぎ
ノ
＜
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①
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⑦
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①
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ロ
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お
①
Q
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層
℃
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ω
O
ド
h
．

⑭
　
カ
ー
ル
五
世
（
カ
ル
ロ
ス
一
世
）
が
カ
ス
テ
ィ
リ
ャ
の
一
八
都
市
に
対
し
て
、
コ

　
ル
テ
ス
に
全
権
代
議
員
を
派
遣
す
る
よ
う
要
求
し
、
そ
れ
を
契
機
に
ハ
プ
ス
ブ
ル

　
ク
王
朝
へ
の
不
満
が
爆
発
し
て
コ
ム
ネ
ロ
ス
革
命
が
勃
発
し
た
こ
と
、
そ
の
結
果

　
が
コ
ム
ネ
ロ
ス
の
、
ひ
い
て
は
コ
ル
テ
ス
の
全
面
的
敗
北
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い

　
て
は
穴
。
㊦
乱
σ
q
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。
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α
q
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憎
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①
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．
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①
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℃
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．
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曲
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ρ
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や
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罫
讐
や
G
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O
O
塗
な
お
ガ
ソ
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騒
乱
と
そ
の
弾

　
圧
は
、
一
般
に
都
市
に
お
け
る
都
市
三
族
と
ギ
ル
ド
火
衆
の
社
会
的
・
政
治
的
対

　
立
、
御
用
金
負
担
へ
の
民
衆
の
抵
抗
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カ
ー
ル
五
輪
の
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し
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都
市
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族
擁
護

　
政
策
と
関
連
す
る
。
く
き
審
ヨ
。
皆
。
℃
．
鼻
‘
℃
．
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℃
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＄
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①
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⑦
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．
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ロ
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津
り
。
や
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や
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ω
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…
9
一
冨
ω
o
P
幻
⑩
α
q
勝
目
。
円
O
℃
み
。
。
①
纂
p
臨
抽

　
℃
レ
O
謡
．

⑭
　
〈
拶
昌
血
。
譲
凶
。
津
噂
O
や
9
け
こ
や
。
。
臨
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ヒ
d
p
煽
価
㊤
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噛
O
唱
．
o
F
層
や
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捗

面
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同
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ω
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切
9
σ
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二
ρ
け
．
旨
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や
A
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前
注
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参
照
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⑰
　
O
…
ω
ω
①
望
国
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富
Ω
曾
曾
9
ニ
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。
。
勺
ρ
巻
藁
℃
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o
O
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や
℃
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㊤
ω
噛
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㊥
　
国
α
q
・
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．
ω
育
魯
σ
。
①
コ
い
O
話
。
《
げ
。
。
八
朔
噛
。
や
。
霊
噂
や
慈
鱗
h
大
特
権
以
後

　
の
大
会
議
は
一
す
ぐ
に
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
に
よ
っ
て
再
改
革
ざ
れ
る
け
れ
ど
も

　
…
一
君
主
と
大
法
官
以
外
に
そ
れ
ぞ
れ
の
州
か
ら
選
ば
れ
た
二
五
人
の
メ
ン
バ
ー

　
で
構
成
さ
れ
た
。
そ
の
内
訳
は
ブ
ラ
バ
ン
ト
・
フ
ラ
ン
ド
ル
・
ホ
ラ
ソ
ト
（
ゼ
ー

　
．
ラ
ン
ト
を
含
む
）
・
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
各
州
か
ら
貴
族
二
人
と
法
曹
二
人
、
ル
ク
セ

　
ソ
ブ
ル
ク
・
リ
ソ
ブ
ル
フ
・
ア
ル
ト
ワ
（
ピ
カ
ル
デ
ィ
を
含
む
）
・
エ
ノ
ー
の
各
州

　
か
ら
貴
族
一
人
と
法
曹
一
人
、
ナ
ミ
ュ
ー
ル
か
ら
は
貴
族
・
法
曹
の
い
ず
れ
か
一

　
入
。
こ
う
し
た
構
成
方
式
を
ス
玉
ル
ッ
ペ
ら
は
｛
巴
。
茜
一
網
影
。
と
表
現
し
て
い
る
。
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＜
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①
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津
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＜
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潟
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．
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へ

⑫
　
独
立
革
命
は
保
守
的
革
命
と
い
う
矛
盾
し
た
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
が
、

　
そ
れ
は
革
命
自
体
が
州
権
主
義
の
両
面
価
値
的
意
味
に
深
く
か
か
り
あ
っ
て
い
る

　
か
ら
で
あ
る
。
独
立
革
命
の
評
価
に
つ
い
て
は
拙
稿
『
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
独
立
戦

　
争
の
革
命
性
に
つ
い
て
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（
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史
学
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七
号
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九
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年
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搾
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⑭
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①
．
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．
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⑳
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℃
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⑰
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．
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．
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．
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．
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冨
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．
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Conditions　for　the　Correct　lnterpretation　of

Wei－ch’ih－Z〃6｝・ブ2η一ch’Ztαn　委鬼志倭人伝

by

Kenji　Maki

　　About　the　interpretation．　of　Wei－ch’ih－w2V’e”n－ch’uan魏志倭人伝，　the

writer　previously　published　“　IVippon　no　Genshi－kofeka，”　or　The　Primitive

State　in　fapan，　explaining　the　effect　that麗％η一〇〃％伽倭人．伝was

written　after　the　writing　style　of　Ts’ien－han－shu前漢書，　expressed　my

new　opinion　that‘‘The　northern　district　beyond　the　Queen　State”　「賢

女王国．ﾈ北」means　the　region　of　the　six　countries　from　Tsushima対馬to

Fumi不漁，　and　that　in　the　south　of　which　there　was　the　Queen　State

女…E国，Federation　of　Wa－kofea倭、国，　and“the　Capital　of　the‘ pueen”
in　Vaa－leoleu　is　Yamatai－feokzc邪馬台国；and　according　to　the　above　wr三ting

style】勉翅認α勲。勧originated　from　y伽α≠o＝g吻山門臓卜in　C痂勧go筑後

and　Tδma一々。た％投：馬面from　Tsuma妻．　in　Hytiga．日向．　And　also　the

writer　insisted　that　the　established　theory　of　coinsidating　“the　Queen

State”女王国with　y魏磁α魏。舳should　be　a　wrong　interpretation　origi．

nated　from　Hoas－han－shM・w2－ch’uan後漢書倭伝．　Sti11，　this　wrong　interpre－

tation　has　been　prevalent　and　among　archaeologi’sts　is　still　predominant

the】ramato大和theory；the　statement　in　W2一ノ『2n－ch’asan　of　a　month’s

walk　by　land　from　Ito－leoku伊都国to　Yamatai－feobu　has　still　be6n　collsi－

dered　un－reiiable，　and　even　the　new　theory　appears　that　Yamatai－leoleu

邪馬台国is　wrong　and　Yamaichi一々。たzf邪馬下国is　right．　Accordingly，

this　artic1e　expiains　the　conditions　for　the　correct　interpretation　of

罪2ヴ伽一ch’uan　with乞he　writer’s　opinion　strengthened　by　some　recent

knowledge　after　the　publication　of　my　book．

States　General　of　the　Netherlands

in　tke　15th　and　16th　Centuries

by

Hiroshi　Kawaguchi

This　paper，　making　critical　reference　to　the　views　of　J．　Gilissen　and
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others，　deals　with　some　subjects　related　to　the　States　General　of　the

Netherlands　before　1576：　their　origins，　convocation，　composition，　compe－

tence，　procedure，　etc．　Concerning　the　origins，　there　seems　．to　be　no　reason

for　the　positive　denial　of’the　established　view　which　attaches　importance

to　the　assembly　of　1464．

　　In　connection　witlt　the　above－mentioned　subjects，　particularly　the

pattern　of　proceclUre，　the　tenacity　of　particularism　which’　characterized

the　States　General　is　worthy　of　special　notice．　There，　the　deputies　were

never　allowed　to　enjoy　the　exercise　of　plena　potestas，　nor　the　rule　of

deci＄ion　by　majority　introduced．　The　States　General　were　no　more

than　a　meeting　of　ambassadors　sent　by　separate　provincial　estates，　nor

could　they　grow　to　be　a　unique　institution　recognized　constitutionally．

Nevertheless，　the　particularism　worked　as　a　sort　Qf　centrifugal　ferce　in

the　direction　of　guarding　the　ancient　privileges　against　the　centralizing

and　unifying　policies　of　the　rulers，　and　made　the’States　General　“a

potential’centre　of　opposition　to　the　monarchy．”　Such　particularistic

sentiment　was　also　to　be　a　driving　force　of　the　Revolt　of　the　Nether－

lands　in　the　latC．er　half　of　the　16th　century．
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